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特集 ● 「え～る」に込めた思い

「
え
〜
る
」に

込
め
た
思
い

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６‐

５
７
３
３

　
市
役
所
１
階
、
本
町
通
り
に
面
し
た
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
。
休
日
で
も

夜
間
で
も
開
い
て
い
て
、
市
民
み
ん
な
が
利
用
で
き
る
こ
の
ス
ペ
ー
ス
。

そ
ん
な
場
所
で
平
日
の
昼
に
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
て
る
の
を
知
っ
て

い
ま
す
か
。
今
回
は
カ
フ
ェ
「
え
〜
る
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

▲「え～る」をイメージして制作
したオリジナルのロゴデザイン。

　
日
替
わ
り
弁
当
や
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
な

ど
の
軽
食
や
、
ス
イ
ー
ツ
、
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
が
味
わ
え
ま
す
。

▲日替わりの「え～る弁当」（640円）、ロールパンサンド、
炊き込みご飯など、軽食メニューが充実

▲コーヒー（200円）、シフォンケーキやガトーショコラ、プリンなどスイー
ツも豊富に扱っています

▲

大人気！1日5食限定の
パスタランチ（500円）

　
市
役
所
１
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
９
時
に
利
用
で
き
、
ガ
ラ
ス
張

り
の
明
る
い
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は
、

旧
鐙
屋
や
本
町
通
り
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
開
放
的
な
雰
囲

気
の
同
ス
ペ
ー
ス
の
西
側
で
営
業

し
て
い
る
の
が
「
酒
田
市
障
が
い

者
就
労
支
援
カ
フ
ェ『
え
〜
る
』」

（
以
下
「
え
〜
る
」
）
で
す
。

「
え
〜
る
」
は
、
障
が
い
者
の
就

労
・
社
会
参
加
の
機
会
を
増
や
し
、

市
民
に
障
が
い
の
あ
る
方
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
、
平
成
30
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。「
エ
ー
ル
」
と
い
う
言

葉
に
は
、
英
語
で
「
応
援
」、
フ
ラ

ン
ス
語
で
「
翼
」
の
意
味
が
あ
り
、

障
が
い
の
あ
る
方
も
自
ら
の
翼
で

広
く
社
会
に
羽
ば
た
い
て
ほ
し
い

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

え
〜
る
の
営
業
時
間
／
市
役
所
開

庁
日
の
午
前
11
時
〜
午
後
２
時

特
集
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特集 ● 「え～る」に込めた思い

応
援
の
声
が
集
ま
る
場
所

池
田 

剛 

氏

酒
田
市
障
が
い
者
就
労
支
援
カ
フ
ェ

運
営
協
議
会
代
表
・

（
社
福
）光
風
会
理
事
長

interview 

「
え
〜
る
」
で
は
、
お
客
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
声
や
要
望
を
カ
フ
ェ
の
運
営

に
生
か
す
た
め
、
市
と
２
事
業
所
で
定

期
的
に
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
意
見

交
換
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
新

た
な
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
に
反
映
さ

せ
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
10
月
に
「
え
〜
る
」
の
利

用
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

働いている人たちの

笑顔と丁寧な接客

が素晴らしい。

「
え
〜
る
」
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
考

え
た
こ
と
は
、
障
が
い
者
支
援
に
関
す

る
社
会
の
認
知
度
を
高
め
た
い
と
い
う

こ
と
。
市
役
所
で
カ
フ
ェ
を
営
業
す
る

こ
と
で
、
多
く
の
方
に
障
が
い
者
支
援

や
、
我
々
の
よ
う
な
自
立
や
就
労
を
支

援
す
る
事
業
所
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
、
障
が
い
者
の
社
会
活

躍
の
場
を
広
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
、

計
画
段
階
と
は
明
ら
か
に
差
が
あ
り

ま
し
た
。
市
役
所
と
い
う
公
的
な
場
所

で
営
業
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
制
約
が
あ
り
、
１
０
０
㌫
自
分
た

ち
の
思
っ
た
こ
と
を
実
現
で
き
ず
、
も

ど
か
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
「
え
〜
る
」
で
働
い
て
い
る
人
を

見
て
い
る
と
、
接
客
な
ど
の
経
験
を
通

じ
て
、
仕
事
に
対
す
る
積
極
性
が
出
て

き
た
と
感
じ
ま
す
。「
え
〜
る
」
の
仕
事

は
、
カ
フ
ェ
で
の
接
客
だ
け
で
は
あ
り

「
え
〜
る
」
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る

の
は
「
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

あ
ら
た
」
と
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
た
ぶ
の
木
」
。
こ
の
２
つ
の
事

業
所
を
利
用
し
て
い
る
方
が
、
１
日
交

替
で
働
い
て
い
ま
す
。

「
え
〜
る
」
の
仕
事
は
主
に
、
料
理
や

ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
お
客
さ
ん
に
運
ん
だ

り
す
る
接
客
や
料
理
の
盛
り
付
け
、
食

器
を
洗
っ
た
り
す
る
こ
と
。
実
際
に
働

い
て
い
る
方
に
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し

た
。

ま
せ
ん
。
食
材
な
ど
を
事
業
所
で
事

前
に
準
備
す
る
こ
と
な
ど
も
全
て
業
務

の
内
で
す
。
表
に
出
て
い
る
メ
ン
バ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
裏
方
で
も
多
く
の
人
が

携
わ
っ
て
お
り
、多
く
の
人
が「
え
〜
る
」

の
運
営
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
運
営
開
始
か
ら
２
年
近
く
が
経
っ
て
、

オ
ー
プ
ン
当
初
に
比
べ
る
と
若
干
売
り

上
げ
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ

り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
カ

フ
ェ
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
メ
ニ

ュ
ー
の
充
実
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
お
客
さ

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」
と
元
気
な

声
が
響
き
渡
り
、
お
い
し
い
料
理
や
ス

イ
ー
ツ
が
食
べ
ら
れ
る
。「
え
〜
る
」は

特
別
な
空
間
で
は
な
く
、
と
て
も
居
心

地
の
い
い
普
通
の
カ
フ
ェ
。

　
年
齢
や
性
別
、
境
遇
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
。

そ
ん
な
明
る
い
未
来
へ
と
翼
を
広
げ
て

羽
ば
た
く
人
た
ち
に
、
精
い
っ
ぱ
い
の

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。「
え
〜
る
」は
、

そ
ん
な
優
し
い
気
持
ち
が
生
み
出
し
た
、

素
敵
な
場
所
で
す
。

　
お
昼
ど
き
、
少
し
お
腹
が
空
い
た

な
ら
、
あ
な
た
も
訪
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
エ
ー
ル
を
送
り
、
元
気
を
も
ら

う…

優
し
さ
が
交
差
す
る
空
間
が
、

市
役
所
に
は
あ
り
ま
す
。

ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
。
皆
さ

ん
か
ら
の
声
は
カ
フ
ェ
発
展
に
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
意
見
で
あ
る
と
同
時
に
、

私
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
応
援…

何
よ

り
の
励
み
で
す
。
今
後
も
当
協
議
会
で

は
市
や
関
係
機
関
と
意
見
を
交
換
し
な

が
ら
「
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
」
を
念
頭
に
、
カ
フ

ェ
の
継
続
・
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
役
所
や
中
心

市
街
地
に
来
た
ら
ぜ
ひ
「
え
〜
る
」
へ

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
や
る
気
と
希

望
に
満
ち
溢
れ
た
笑
顔
が
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

雰囲気が良かった。
また利用させていた
だきます。

働いている皆さん、

自信を持ってがんば

ってください！応援し

ています。

佐藤皓太さん／「え～る」
でお客さんと接するのが楽しい
です。お客さんに「ありがとう」と言
われるのがうれしいので、これか
らも続けていきたいです

吉野早弥加さん（左）・加藤美奈子さん（右）
／お客さんと話すのは少し緊張するけど「え～る」で働くのは

楽しいです。「え～る」に出すお菓子などをラッピングしたりする仕
事もやっています。これからも「え～る」で働きたいです！

指導員 戸屋千尋さん／
場所的には申し分ないですが、も
う少しお客さんが増えるとうれしい
ですね。お客さんはやさしく、広い
心で見てくれていると感じます

佐藤洋美さん／働いて2年
目になりますが、最初の頃よりも
お客さんと上手に接することができ
るようになったと思います。気軽に
「え～る」に来てください！

指導員 村岡正喜さん
／「え～る」開設時から関わ
っています。当初は、接客に慣れ
ないこともあって苦労しましたが、
最近は働いている人自身が楽しんで
いますし、お客さんの反応も好評で
す。皆さんに愛される「え～る」に
なっていけばいいと思います
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業
所
で
事

前
に
準
備
す
る
こ
と
な
ど
も
全
て
業
務

の
内
で
す
。
表
に
出
て
い
る
メ
ン
バ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
裏
方
で
も
多
く
の
人
が

携
わ
っ
て
お
り
、多
く
の
人
が「
え
〜
る
」

の
運
営
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　
運
営
開
始
か
ら
２
年
近
く
が
経
っ
て
、

オ
ー
プ
ン
当
初
に
比
べ
る
と
若
干
売
り

上
げ
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
よ

り
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
い
、
カ

フ
ェ
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
、
メ
ニ

ュ
ー
の
充
実
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
お
客
さ

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」
と
元
気
な

声
が
響
き
渡
り
、
お
い
し
い
料
理
や
ス

イ
ー
ツ
が
食
べ
ら
れ
る
。「
え
〜
る
」は

特
別
な
空
間
で
は
な
く
、
と
て
も
居
心

地
の
い
い
普
通
の
カ
フ
ェ
。

　
年
齢
や
性
別
、
境
遇
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
な
く
誰
も
が
活
躍
で
き
る
社
会
。

そ
ん
な
明
る
い
未
来
へ
と
翼
を
広
げ
て

羽
ば
た
く
人
た
ち
に
、
精
い
っ
ぱ
い
の

エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。「
え
〜
る
」は
、

そ
ん
な
優
し
い
気
持
ち
が
生
み
出
し
た
、

素
敵
な
場
所
で
す
。

　
お
昼
ど
き
、
少
し
お
腹
が
空
い
た

な
ら
、
あ
な
た
も
訪
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
エ
ー
ル
を
送
り
、
元
気
を
も
ら

う…

優
し
さ
が
交
差
す
る
空
間
が
、

市
役
所
に
は
あ
り
ま
す
。

ん
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
「
声
」
。
皆
さ

ん
か
ら
の
声
は
カ
フ
ェ
発
展
に
欠
か
せ

な
い
貴
重
な
意
見
で
あ
る
と
同
時
に
、

私
た
ち
に
と
っ
て
最
大
の
応
援…

何
よ

り
の
励
み
で
す
。
今
後
も
当
協
議
会
で

は
市
や
関
係
機
関
と
意
見
を
交
換
し
な

が
ら
「
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
た
め
に

何
が
で
き
る
の
か
」
を
念
頭
に
、
カ
フ

ェ
の
継
続
・
発
展
の
た
め
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
市
役
所
や
中
心

市
街
地
に
来
た
ら
ぜ
ひ
「
え
〜
る
」
へ

立
ち
寄
っ
て
く
だ
さ
い
。
や
る
気
と
希

望
に
満
ち
溢
れ
た
笑
顔
が
、
皆
さ
ん
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

雰囲気が良かった。
また利用させていた
だきます。

働いている皆さん、

自信を持ってがんば

ってください！応援し

ています。

佐藤皓太さん／「え～る」
でお客さんと接するのが楽しい
です。お客さんに「ありがとう」と言
われるのがうれしいので、これか
らも続けていきたいです

吉野早弥加さん（左）・加藤美奈子さん（右）
／お客さんと話すのは少し緊張するけど「え～る」で働くのは

楽しいです。「え～る」に出すお菓子などをラッピングしたりする仕
事もやっています。これからも「え～る」で働きたいです！

指導員 戸屋千尋さん／
場所的には申し分ないですが、も
う少しお客さんが増えるとうれしい
ですね。お客さんはやさしく、広い
心で見てくれていると感じます

佐藤洋美さん／働いて2年
目になりますが、最初の頃よりも
お客さんと上手に接することができ
るようになったと思います。気軽に
「え～る」に来てください！

指導員 村岡正喜さん
／「え～る」開設時から関わ
っています。当初は、接客に慣れ
ないこともあって苦労しましたが、
最近は働いている人自身が楽しんで
いますし、お客さんの反応も好評で
す。皆さんに愛される「え～る」に
なっていけばいいと思います

5 酒田市広報・私の街さかた・2020.3.2
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古民家で伝統行事

　旧阿部家で平田地域に伝わる小正
月行事が開催されました。参加した
子どもたちは、なし団子づくりや雪
中田植えなどの伝統行事を体験しま
した。

2/11

子どもたちの善行を表彰

　小林教育振興基金青少年善行奨励
賞表彰式が行われました。公園のご
みを拾い啓発活動をした子どもたち
や、地域の敬老会で長年演奏披露を
続けてきたスクールバンドなど、３
団体と10人が表彰されました。

全国の舞台へ

　昨年行われた県予選で優勝した
「太鼓道場風の会ジュニア『雷神組』」
が愛知県で行われる第22回日本太鼓
ジュニアコンクールへの出場を前に
丸山市長を表敬訪問しました。

2/6 2/10

大地の恵みを商品に 熱演に拍手 手作りのお雛さま

　鳥海山・飛島ジオパークの食の魅力
を発信する認定制度「ぺろっと 鳥海
山・飛島―たのしくおいしいものがた
り―」の認定式が、にかほ市観光拠点セ
ンターで行われました。今回新たに14
商品が認定され、市内事業者では5商
品が認定されています。

　黒森歌舞伎正月公演が黒森日枝神社
で開催されました。本狂言では昨年ポ
ーランドでも披露された義経千本桜が
上演され、集まった観客たちから大き
な拍手が送られました。

　出羽遊心館でわらべのひな祭り展が
開催されました。市立保育園の年長園
児たちが制作した作品約125点が展示
され、来館者を楽しませていました。

2/15 2/15、17 2/8-20
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準備着々と

　本市の訪問団がニュージーランド
を訪問し、今年開催されるオリンピ
ックに向けた事前キャンプ受け入れ
の調整と政府への傘福贈呈、先進的
な子育て支援、障がい者支援の視察
などを行いました。

2/4-8

　文化庁などが2月13日を「2（にほ
ん）13（いさん）」で日本遺産の日と定
めたことを契機に、るんるんバスの車
両１台が北前船日本遺産ラッピングバ
スとして運行し、市内で日本遺産をPR
しています。

　㈱庄内自然エネルギー発電より本市
に寄付がありました。寄付金は昨年行
われた共同宣言および協定締結に基づ
き、庄内地域の持続可能（サステイナブ
ル）な未来のために使われる予定です。

勇気を出して、エイッ

　市立八幡保育園で豆まきを通じて
防火意識を育てる防火豆まきが行わ
れました。突然の赤鬼、青鬼の登場
に園児たちは驚きながらも「鬼はそ
と！」と元気に豆を投げていました。

2/3

アートのたからさがし

　さまざななアートが希望ホールに
集結するS

サ カ タ

AKATAアートマルシェが
開催されました。写真展やダンス、ス
テージなど来場者は思い思いのアー
トを楽しんでいました。

2/1-2

こどもたちのために

　本間物産㈱より本市に寄付がありま
した。この寄付は㈱山形銀行の「〈やま
ぎん〉夢みらい応援私募債」を活用した
もので、寄付金は今後本市の教育活動
に使われる予定です。

2/12

もう見かけた？

2/13

サステイナブルな地域へ

2/14

あの日あの時の気になるニュースや 明るい話題を振り返ります
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Pickup 市政ピックアップ

１
日
～
本
年
３
月
31
日
に
新
車
登
録
さ

れ
た
車
両
が
対
象
で
、
令
和
２
年
度
分

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

軽
自
動
車
税
は
本
年
４
月
１
日
時
点

で
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
、
農
耕
用
ト
ラ

ク
タ
ー
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
に
課

税
さ
れ
ま
す
。
同
税
に
は
月
割
り
課
税

の
制
度
が
な
い
た
め
、
４
月
２
日
以
降

に
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
し
て

も
税
金
は
戻
り
ま
せ
ん
。

◆
「
人
に
譲
っ
た
」「
盗
難
に
遭
っ
た
」

「
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
し
た
」
と
い
う
場
合

も
、
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
を
し

な
い
と
、
所
有
者
だ
っ
た
方
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

◆
減
免
申
請
済
み
の
場
合
や
す
で
に
減

免
を
受
け
て
い
る
場
合
で
も
、
軽
自
動

車
を
買
い
替
え
た
な
ど
申
請
内
容
に
変

更
が
あ
れ
ば
、
再
申
請
の
必
要
が
あ
り

ま
す
。

◆
下
表
②
③
④
の
手
続
き
は
、山
形
県

自
家
用
自
動
車
協
会
酒
田
支
部（
日
の

出
町
一
丁
目
）で
代
行
し
て
い
ま
す（
要

手
数
料
）。詳
し
く
は
同
支
部
☎
２
４
‐

３
３
６
７
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
特
例
措
置
の
延
長

　

平
成
31
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
環

境
負
荷
の
小
さ
い
車
両
を
対
象
に
、
税

率
を
軽
減
す
る
特
例
措
置
（
軽
課
）
が

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
31
年
４
月

●
住
所
異
動
の
届
け
出
は
14
日
以
内
に

　

転
入
や
転
居
し
た
際
は
異
動
日
か
ら

14
日
以
内
に
市
民
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

転
出
届
は
引
っ
越
し
の
お
お
む
ね
14
日

前
か
ら
届
け
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
所
異
動
の
届
け
出
は
大
切
な
手

続
き
で
す
。
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ

い
。 

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー

ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
も
変
更
し

ま
す
の
で
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
代
理
人
が
届
け
出
を
す
る
と
き
は
、

代
理
人
の
身
分
証
明
書
と
印
鑑
の
ほ
か
、

本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

◆
外
国
人
住
民
の
方
の
住
所
異
動
の
届

け
出
に
は
、
在
留
カ
ー
ド
ま
た
は
特
別

永
住
者
証
明
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

新
規
に
入
国
し
、
在
留
さ
れ
る
方
は
パ

ス
ポ
ー
ト
の
提
示
が
必
要
で
す
。

◆
学
生
な
ど
が
、
ア
パ
ー
ト
、
下
宿
、

寮
な
ど
に
住
む
場
合
も
届
け
出
が
必
要

で
す
。
ま
た
里
帰
り
出
産
、
海
外
か
ら

一
時
的
に
帰
国
し
た
場
合
な
ど
住
所
異

動
す
る
必
要
の
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
、
４
月
は
窓
口
が
大
変
込
み
合

い
ま
す
の
で
一
部
業
務
の
受
付
時
間
を

延
長
し
ま
す
。
な
お
同
期
間
は
待
ち
時

間
が
長
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
26
日
㈭
～
４
月
２
日
㈭
の

平
日

受
付
時
間
／
午
後
７
時
ま
で

場
所
／
市
役
所
１
階
市
民
課

受
付
業
務
／
︻
住
所
異
動
の
届
け
出
︼

転
入
届
、
転
出
届
、
転
居
届
、
世
帯
変

更
届
︻
各
種
証
明
書
の
交
付
︼
戸
籍
謄

抄
本
、
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
と

印
鑑
証
明
、
所
得
証
明
（
未
申
告
の
も

の
は
除
く
）

◆
各
総
合
支
所
は
延
長
し
ま
せ
ん
。

◆
住
民
異
動
の
届
け
出
に
伴
う
国
民
健

康
保
険
、
国
民
年
金
、
介
護
保
険
、
後

期
高
齢
者
医
療
や
児
童
手
当
な
ど
の
諸

手
続
き
も
可
能
で
す
。

◆
手
続
き
な
ど
の
際
は
、
運
転
免
許
証

や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
出
生
や
婚
姻
な
ど
戸
籍
の
届
け
出
は

通
常
通
り
１
階
守
衛
室
で
の
受
け
取
り

の
み
と
な
り
ま
す
。

窓
口
受
付
時
間
を
延
長
し
ま
す

問
市
民
課
住
民
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
３

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
、名
義
変
更
、

減
免
の
手
続
き
は
お
早
め
に

問
市
税
務
課
税
制
係　

☎
２
６
‐
５
７
１
１

●手続きの窓口
軽自動車などの種類 諸手続きの受付窓口 電話番号

①原動機付自転車
　小型特殊自動車
　（庄内ナンバーを除く）

市民課（市役所1階）
各総合支所地域振興課 市民課 26‐5723

②2輪の軽自動車
　（125ccを超え250cc以下） 東北運輸局山形運輸支局

庄内自動車検査登録事務所（三川町）
ヘルプデスク
050‐5540‐2014③2輪の小型自動車

　（250ccを超える）
④軽自動車
　（2輪を除く）

軽自動車検査協会山形事務所
庄内支所（三川町）

コールセンター
050‐3816‐1836
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市政ピックアップ

　

審
査
の
結
果
、
次
の
通
り
受
賞
者
が

決
ま
り
、
２
月
20
日
に
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

●
科
学
賞

斎
藤
綾
乃

︵
琢
成
小
６
年
︶

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
研
究

︵
６
年
目
︶

●
奨
励
賞

齋
藤
佳
輝

︵
泉
小
３
年
︶

ぼ
く
の
か
ぶ
と
む
し

日
記
︵
３
年
目
︶

齋
藤
愛
姫

︵
泉
小
６
年
︶

ザ
リ
ガ
ニ
家
族
の
ひ
み

つ
を
探
れ︵
６
年
目
︶

梅
木
蒼
波

︵
浜
中
小
６
年
︶

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

考
え
る

●
努
力
賞

齋
藤
希
羽

︵
松
山
小
１
年
︶

だ
ん
ご
む
し
っ
て

お
も
し
ろ
い

田
中
礼
人

︵
浜
田
小
２
年
︶

バ
ッ
タ
の
け
ん
き
ゅ
う

伊
藤
駿

︵
若
浜
小
２
年
︶

カ
タ
ツ
ム
リ
の
親
子

は
サ
ー
カ
ス
団
？

加
藤
葵

︵
泉
小
２
年
︶

と
び
出
せ
！
す
み
れ

の
子
ど
も
た
ち

御
舩
有
紀
人

︵
若
浜
小
３
年
︶

糸
電
話
の
ひ
み
つ

︵
３
年
目
︶

　

庄
内
空
港
緩
衝
緑
地
（
酒
田
都
市
計

画
緑
地
）
の
区
域
を
変
更
す
る
都
市
計

画
案
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
３
月
12
日
㈭
午
後
７
時
～

場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

●
変
更
内
容

　

空
港
事
業
に
よ
り
空
港
敷
地
西
側
の

一
部
が
広
が
る
た
め
、
庄
内
空
港
緩
衝

緑
地
の
区
域
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

区
域
の
変
更
後
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

遊
歩
道
を
整
備
し
ま
す
。

募
集
期
間
／
３
月
２
日
㈪
～
23
日
㈪

公
表
資
料
の
設
置
場
所
／
市
役
所
２
階

行
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
４
階
危
機

管
理
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

意
見
を
提
出
で
き
る
方
／
本
市
に
住
所

を
有
す
る
方
、
本
市
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
方
ま
た
は
勤
務
す
る
方
、

本
市
の
学
校
に
在
学
す
る
方
、
本
市
に

納
税
義
務
の
あ
る
方
、
意
見
募
集
に
係

る
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
方

意
見
の
提
出
方
法
／
〒
９
９
８
‐
８
５

４
０
（
住
所
不
要
）
酒
田
市
役
所
危
機

管
理
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参 

FAX
２
２
‐

５
４
６
４

◆
詳
し
く
は
公
表
資
料
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
公
表
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◆
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
市
の
考
え
と

と
も
に
後
日
公
表
し
ま
す
。
個
々
の
意

見
に
対
す
る
直
接
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

第
60
回
酒
田
市
教
育
委
員
会
科
学
賞
の
受
賞
作
品

問
市
学
校
教
育
課
指
導
係 

☎
２
６
‐
５
７
７
５

酒
田
市
国
土
強
靭
化
地
域
計
画（
案
）の
骨
子

に
係
る
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

問 

市
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
１

庄
内
空
港
緩
衝
緑
地
の
都
市
計
画

変
更
案
に
関
す
る
説
明
会

問 

市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
計
画
係 

☎
２
６
‐
５
７
４
６
、

山
形
県
庄
内
空
港
事
務
所 

☎
９
２
‐
４
１
２
３

村
上
大
晟

︵
泉
小
３
年
︶

か
た
つ
む
り
の
か
ん

さ
つ
︵
３
年
目
︶

池
田
蒼
空

池
田
澪
央

︵
鳥
海
小
４
年
︶

よ
く
飛
ぶ
ス
ト
ロ
ー

飛
行
機
を
作
ろ
う
！

調
べ
よ
う
！

︵
４
年
目
︶

齋
藤
煌
太

︵
西
荒
瀬
小
４
年
︶
か
ぶ
と
虫
の
か
ん
さ
つ

︵
４
年
目
︶

髙
橋
美
慧

︵
泉
小
４
年
︶

庭
の
は
ち
で
ト
マ
ト

を
育
て
る
︵
４
年
目
︶

阿
曽
心
晴

︵
南
平
田
小
５
年
︶
き
ゅ
う
ば
ん
を
取
り

は
ず
す
と
き
の
力
の

大
き
さ
を
調
べ
よ
う

本
間
百
合
子

︵
松
陵
小
５
年
︶

木
の
周
り
の
雪
は

早
く
と
け
る
の
か
？

御
舩
瑞
人

︵
若
浜
小
５
年
︶

ダ
ン
ゴ
ム
シ
の
ひ
み
つ

︵
５
年
目
︶

園
部
悠
太

︵
新
堀
小
５
年
︶

飛
島 

た
ん
け
ん
と

そ
の
不
思
議

藤
原
寛
都

髙
坂
真
弦

︵
第
二
中
３
年
・

２
年
︶

ペ
レ
ッ
ト
の
有
効
利

用
に
つ
い
て

︵
２
年
目
︶

八
木
澤
怜

小
池
侑
多

︵
第
二
中
２
年
︶

プ
ラ
ナ
リ
ア
の
生
態

と
能
力
︵
３
年
目
︶

追加 廃止

庄内空港

県道

酒
田
市
道国

道
１
１
２
号

緩衝緑地
廃止する区域
追加する区域

N



酒田市ファミリー・サポート・センター

協力会員

アドバイザー
①申し込み

④援助活動開始

⑤報告、料金支払い

②依頼

③協力会員
　紹介

⑥報告書
　提出

利用会員

10

Pickup 市政ピックアップ

対
象
／
︻
利
用
会
員
︼
生
後
２
か
月
～

小
学
６
年
生
の
子
ど
も
の
い
る
方

︻
協
力
会
員
︼
20
歳
以
上
の
方
（
資
格

不
要
。
講
習
会
受
講
の
必
要
あ
り
）

内
容
／
保
育
施
設
、習
い
事
な
ど
へ
の
送

迎
、利
用
会
員
が
仕
事
や
用
事
な
ど
の

場
合
の
協
力
会
員
の
自
宅
預
か
り
な
ど

料
金
︵
報
酬
︶
／
子
ど
も
１
人
に
つ
き

１
時
間
５
０
０
円
～（
別
途
加
算
あ
り
）

登
録
申
し
込
み
／
午
前
９
時
～
午
後
５

時
に
交
流
ひ
ろ
ば
内
、
酒
田
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ

◆
同
セ
ン
タ
ー
で
損
害
保
険
に
加
入
し

ま
す
（
登
録
者
負
担
な
し
）。

◆
送
迎
の
み
で
き
る
方
の
登
録
も
可
。

家
賃
／
収
入
に
よ
る

敷
金
／
家
賃
３
か
月
分

申
し
込
み
／
３
月
５
日
㈭
～
11
日
㈬
に

抽
選
申
込
書
を
市
役
所
５
階
同
係
ま
た

は
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課
へ

◆
抽
選
申
込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、
そ

の
場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
契
約
時
に
は
連
帯
保
証
人
（
市
内
在

住
）
２
人
が
必
要
で
す
。

対
象
／
本
市
に
在
住
か
勤
務
先
が
あ
り
、

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現
在
同
居

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
い

て
、
収
入
月
額
が
公
営
住
宅
法
の
基
準

（
一
般
世
帯
15
万
８
千
円
以
下
、
高
齢

者
、
障
が
い
者
、
中
学
校
卒
業
前
の
子

ど
も
が
い
る
世
帯
な
ど
25
万
９
千
円
以

下
）
に
適
合
す
る
方

入
居
日
／
４
月
17
日
㈮

市
営
住
宅
・
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
募
集

問
市
建
築
課
公
営
住
宅
係 

☎
２
６
‐
５
７
４
７

※1 65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者（身体障がい者手帳1級～2級、精神障がい
者保健福祉手帳1級、療育手帳A）がいる世帯（単身不可）が申し込み可。
※2 60歳以上の方または身体障がい者手帳1～4級所持の方などが申し込み可。

住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）
松境北第二アパート

北千日町
1 24,300円～

松境北第二アパート※1 1 24,300円～
松境住宅※1 2 25,600円～
新橋二丁目第二アパート 新橋二丁目 1 7,300円～
新橋五丁目住宅（単身用）※2 新橋五丁目 1 9,300円～
第五川南アパート 若宮町一丁目 1 14,500円～
若宮第二住宅 若宮町二丁目 1 13,500円～
光ケ丘第二・第三アパート 光ケ丘二丁目 2 11,500円～
富士見町第二アパート 富士見町一丁目 1 11,500円～
港南第一・第三アパート 入船町 2 14,500円～
大町第一・第七アパート

東大町三丁目
3 16,000円～

大町第六アパート※1 1 16,200円～
旭新町第三アパート

旭新町
1 18,900円～

旭新町第五アパート※1 1 20,800円～
小泉団地 小泉字道南 1 13,000円～
仁助新田団地 北俣字仁助新田 1 23,900円～
砂越粕町団地 砂越字粕町 1 24,200円～

住宅名 所在地 戸数 家賃（月額）
八森団地 市条字上川原 1 49,300円～
平田アイホーム 飛鳥字契約場 1 36,400円～

●市営住宅

●公共賃貸住宅

◆収入月額が158,000円以上、259,000円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。

災害廃棄物の処理に関する測定結果について　　問市環境衛生課管理係 ☎31‐0933

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域にお
ける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果
は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度 単位：ベクレル／リットル

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

2／5

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 1／22 2／7 基準値※1

大平公会堂 0.04 0.06 0.19以下

※1 基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」
に示されている値
※2 バックグラウンド／自
然放射線量を示し、敷地内
で災害廃棄物の影響を受け
ない十分に離れた地点

測定地点（高さ1㍍） 1／20 1／28 2／3 2／10 2／17 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.04～
0.05

0.04～
0.05

0.03～
0.05

0.02～
0.04

0.04～
0.05 0.19

以下
バックグラウンド※2 0.04 0.04 0.04 0.03 0.04

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

会
員
を
募
集

問 

市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係

　

☎
２
６
‐
５
８
９
６
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情報ボックス

第
65
回
山
形
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

酒
田
飽
海
チ
ー
ム
選
手
選
考
会

選
考
レ
ー
ス
名
／
第
51
回
鶴
岡
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
▼
期
日
／
３
月
22
日
㈰
▼

種
目
／
一
般
男
子
10
キ
ロ
㍍
▼
場
所
／

鶴
岡
市
内
コ
ー
ス
▼
費
用
／
１
千
５

０
０
円
（
参
加
費
）
▼
申
し
込
み
／
３

月
６
日
㈮
ま
で
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
へ 

☎
４
３
‐６
６
５
１

◆
同
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
の
申
し
込
み

は
各
自
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
酒
田
飽
海
チ
ー
ム
の
選
手
と
な
る
た

め
に
は
、
本
年
４
月
１
日
時
点
で
酒
田

市
陸
上
競
技
協
会
に
登
録
し
て
い
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

酒
田
市
シ
ニ
ア
雇
用
創
造
協
議
会
の

事
業
終
了
に
つ
い
て

　

酒
田
市
シ
ニ
ア
雇
用
創
造
協
議
会
は
、

国
か
ら
の
委
託
期
間
満
了
に
よ
り
、
３

月
31
日
㈫
を
も
っ
て
事
業
を
終
了
し
ま

す
。

問
市
商
工
港
湾
課
雇
用
対
策
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
７

光
ケ
丘
プ
ー
ル
の
時
間
変
更

時
間
変
更
／
３
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～

午
後
６
時
▼
休
館
／
３
月
９
日
㈪
～
12

日
㈭

問
光
ケ
丘
プ
ー
ル 

☎
３
３
‐
０
１
７
０

心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の
お
知
ら
せ

　

３
月
は
心
身
障
が
い
児
養
育
手
当
の

支
給
月
で
す
。
３
月
10
日
㈫
に
該
当
す

る
方
の
預
金
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
福
祉
課
発
達
支
援
室 

☎
２
６
‐
６

２
５
８

新
任
民
生
委
員
の
紹
介

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５

７
３
１

●
新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

氏
名

担
当
地
区

電
話
番
号

五
十
嵐
律
子

南
千
日
町（
11

番
32
〜
36
号

（
59
区
千
日
町

自
治
会
）を
除

く
）

２
２
‐
７
４
０
７

茂
木
美
千
子

【
亀
ケ
崎
三
丁

目
】１
番
、２
番

１
、５
号
、57
〜

68
号
、３
番
50

〜
60
号 

【
亀
ケ
崎
四
丁

目
】１
番
、２
番

１
号
、53
〜
62

号
、５
番
７
、８

号
、44
〜
61
号
、

６
〜
15
番（
立

町
自
治
会
内
）

２
２
‐
０
７
２
０

横
山
常
人

錦
町
五
丁
目

３
１
‐
１
８
２
３

●
新
し
い
主
任
児
童
委
員

杉
山
道
弘

浜
田
、若
浜
学

区
内

２
２
‐
１
２
９
７

成
澤
祐
吾

浜
中
、黒
森
、十

坂
学
区
内

９
２
‐
２
０
５
６

４
月
か
ら
の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を

配
布
し
ま
す

　

３
月
中
旬
に
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
各

家
庭
に
配
布
し
ま
す
。
４
月
に
な
っ
て

も
届
か
な
い
場
合
は
、市
環
境
衛
生
課・

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
民
課
、
各
コ
ミ
セ
ン
で
も
配
付
し

ま
す
。

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１
‐
０

９
３
３

灯
油
等
購
入
費
助
成
金
の

申
請
期
限
は
３
月
18
日
㈬
で
す

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
２
月
中

旬
に
再
度
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
ま
で
に
申
請
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
助
成
金
を
支
給
で

き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 
☎
２
６
‐
５

７
３
１

児
童
扶
養
手
当
の
お
知
ら
せ

　

３
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
月
で

す
。
３
月
10
日
㈫
に
該
当
す
る
方
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課
家
庭
支
援
係 

☎

２
６
‐
５
７
３
４

知
ら
せ

お景
観
づ
く
り
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

●
景
観
法
に
基
づ
く
届
け
出
が
必
要
で
す

　

一
定
規
模
を
超
え
る
建
築
行
為
な
ど

を
行
う
際
に
は
届
出
書
を
事
前
に
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
区
域
／
市
全
域
▼
対
象
行
為
／
建

築
物
お
よ
び
工
作
物
の
新
築
・
増
改
築
、

外
観
を
変
更
す
る
修
繕
・
模
様
替
・
色

彩
の
変
更
、
大
規
模
な
開
発
行
為
ほ
か

◆
景
観
形
成
重
点
地
域
（
山
居
倉
庫
周

辺
地
区
、
日
和
山
周
辺
地
区
、
松
山
歴

史
公
園
周
辺
地
区
）
で
は
届
け
出
が
必

要
な
規
模
が
異
な
り
ま
す
。

●
景
観
の
助
成
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

良
好
な
景
観
づ
く
り
に
対
し
、
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
区
域
／
景
観
形
成
重
点
地
域
内
の

助
成
対
象
地
区
▼
対
象
行
為
／
景
観
形

成
基
準
に
適
合
す
る
建
築
物
の
新
築
・

増
改
築
お
よ
び
修
繕
（
屋
根
お
よ
び
外

壁
部
分
）、
塀
な
ど
の
設
置
お
よ
び
改

修
ほ
か
▼
助
成
限
度
額
／
50
万
円
▼
申

し
込
み
／
４
月
１
日
㈬
～
市
都
市
デ
ザ

イ
ン
課
都
市
計
画
係
へ 

☎
２
６
‐５
７

４
６
（
予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順
）

◆
届
け
出
が
必
要
な
規
模
な
ど
、
詳
し

く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
す
る
か
、

同
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
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タ
ー 

斎
藤
み
つ
え
氏
▼
持
ち
物
／
筆

記
用
具
▼
申
し
込
み
／
市
男
女
共
同
参

画
推
進
セ
ン
タ
ー
・
ウ
ィ
ズ
へ 

☎
２

６
‐
５
６
１
６ 

*w
ith@

city.sakata.
lg.jp◆

託
児
あ
り
。
３
月
６
日
㈮
ま
で
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
満
１
歳
～
就
学

前
児
童 

１
人
５
０
０
円
）。

第
17
回
希
望
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
団
体
募
集

開
催
日
／
６
月
21
日
㈰
（
リ
ハ
ー
サ
ル

は
６
月
19
日
㈮
、
20
日
㈯
）
▼
場
所
／

希
望
ホ
ー
ル
▼
応
募
条
件
／
コ
ン
サ
ー

ト
運
営
に
参
加
で
き
る
団
体
（
個
人
申

し
込
み
不
可
。
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ

ン
ス
な
ど
分
野
は
不
問
）
▼
申
し
込
み

／
３
月
15
日
㈰
ま
で
、
所
定
の
申
し
込

み
用
紙
に
記
入
の
上
、
希
望
ホ
ー
ル
へ

提
出

◆
応
募
多
数
の
場
合
は
出
演
団
体
を
調

整
し
ま
す
。

【
説
明
会
】
日
時
／
４
月
２
日
㈭
午
後

６
時
30
分
～
▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

◆
申
し
込
み
団
体
は
説
明
会
出
席
必
須
。

◆
出
演
団
体
に
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入
割
り

当
て
が
あ
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
同
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会
、
袴
田 

☎
０
９
０
‐
２
２
７
５
‐
１

２
４
５
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
市
社
会
教
育
文
化
課
文
化
芸
術
係　

☎
２
４
‐
２
９
８
２

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
３
月
４
日
㈬

～
25
日
㈬
に
市
農
政
課
複
合
経
営
振
興

係
へ 

☎
２
６
‐５
７
５
２

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

「
認
知
症
カ
フ
ェ
」参
加
者
募
集

日
時
／
①
３
月
11
日
㈬ 

②
26
日
㈭
▼

時
間
／
午
前
10
時
～
11
時
30
分
▼
場
所

／
①
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー 

②
中

町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
▼
対
象
／
認

知
症
の
方
本
人
及
び
介
護
者
（
介
護
者

の
み
の
参
加
も
可
）
▼
内
容
／
①
癒
し

の
体
操 

②
認
知
症
予
防
講
座
▼
費
用

／
２
０
０
円
程
度
（
茶
菓
代
）
▼
申
し

込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
車
椅
子
で
の
参
加
も
可
。

◆
②
の
駐
車
場
を
利
用
し
た
方
に
は
無

料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
５

ウ
ィ
ズ
講
座「
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
学
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
極

意
」受
講
者
募
集

日
時
／
３
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
20
代

～
50
代
（
日
ご
ろ
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
軽
く

し
た
い
方
）
▼
定
員
／
先
着
20
人
▼
内

容
／
お
互
い
に
尊
重
す
る
話
法
を
学
び
、

呼
吸
法
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
よ
う
▼
講
師

／
Ｊ
Ａ
Ｄ
Ｐ
認
定
上
級
心
理
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
丹
田
呼
吸
法
セ
ラ
ピ
ス
ト
マ
ス

集
募酒

田
市
国
際
交
流
協
会（
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

国
際
交
流
サ
ポ
ー
タ
ー
登
録
者
募
集

活
動
分
野
／
通
訳
・
翻
訳
、
文
化
紹

介
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
の
各
種

国
際
交
流
活
動
▼
活
動
方
法
／
協
会
で

依
頼
内
容
に
合
う
サ
ポ
ー
タ
ー
を
本
人

の
了
承
を
得
て
依
頼
者
に
紹
介
（
活
動

内
容
や
条
件
は
双
方
で
決
定
）
▼
登
録

方
法
／
登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
〒
９
９
８
‐
８
５
４
０
（
住
所
不

要
）
酒
田
市
交
流
観
光
課
へ
郵
送
ま

た
は
持
参
、
FAX
２
２
‐３
９
１
０ 

*sk-
koryu@

city.sakata.lg.jp
◆
登
録
用
紙
は
市
役
所
６
階
同
課
に
あ

る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
同
課
交
流
事
業
係
（
Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ａ
事
務

局
） 

☎
２
６
‐
５
８
０
９

ス
マ
ー
ト
農
業
実
践
研
修
会

受
講
者
募
集

日
時
／
４
月
上
旬
～
11
月
下
旬
（
全
10

回
）
▼
場
所
／
ス
マ
ー
ト
農
業
研
修
セ

ン
タ
ー
（
大
宮
町
四
丁
目
）
▼
対
象
／

本
市
在
住
の
農
業
者
▼
定
員
／
先
着
20

人
▼
内
容
／
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
セ

ン
シ
ン
グ
（
水
田
の
健
康
診
断
）・
土

壌
分
析
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
▼
費

最
上
川
下
流
緑
地

ド
ッ
グ
ラ
ン
の
利
用
開
始

期
間
／
４
月
４
日
㈯
～
11
月
23
日
㈷

◆
利
用
す
る
に
は
事
前
に
登
録
・
更
新

手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
／
３
月
２
日
㈪
～
市
土
木
課

公
園
緑
地
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
４
５

◆
初
回
登
録
後
、
次
年
度
か
ら
毎
年
更

新
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◆
施
設
の
日
常
掃
除
・
簡
単
な
補
修
・

除
草
な
ど
を
行
う
市
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
（
ド
ッ
グ
ラ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
）
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

す
る
か
同
係
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

は
っ
ぴ
い
バ
ザ
ー
（
障
が
い
者
就
労

支
援
バ
ザ
ー
）へ
ど
う
ぞ

日
時
／
３
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮
午
前
11

時
～
午
後
1
時
30
分
▼
場
所
／
市
役
所

1
階
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
東
側
▼
内
容
／

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
で
作
っ
て

い
る
お
弁
当
、
お
菓
子
、
雑
貨
な
ど
を

販
売

問
市
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
３
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酒
田
市
美
術
館

☎
３
１
‐
０
０
９
５

３
月
中
は
月
曜
日（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）休
館
、４
月
か
ら
は
無
休

◆
生
誕
１
０
０
年 

國
領
經
郎
展
―
静

寂
な
る
砂
の
景
―
［
３
月
７
日
㈯
～
４

月
12
日
㈰
］（
裏
表
紙
参
照
）

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２
‐
２
６
３
２

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
ま
つ
や
ま
の
お
ひ
な
さ
ま
─
思
い
出

の
人
形
た
ち
─ 

◆
最
上
川
Ⅲ
［
４
月

５
日
㈰
ま
で
］

光
丘
文
庫

（
中
町
庁
舎
５
階
）

☎
２
２
‐
０
５
５
１

土
曜
・
日
曜
日
、祝
日
休
館

◆
江
戸
・
明
治
の
植
物
図
譜
［
３
月
26

日
㈭
ま
で
］

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１
‐
０
０
２
８

月
曜
日
休
館
、月
曜
日
が
祝
日
の

場
合
は
翌
日
休
館

◆
古
寺
巡
礼 

執
念
の
第
４
集
・
５
集 

◆
文
楽 

◆
土
門
拳 

そ
の
周
囲
の
人
び

と
［
４
月
５
日
㈰
ま
で
］

旧
鐙
屋

問
市
社
会
教
育
文
化
課
文
化
財
係

☎
２
４
‐
２
９
９
４

◆
土
人
形
展
［
４
月
３
日
㈮
ま
で
］

●
お
詫
び
と
訂
正

　

本
紙
２
月
17
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●
訂
正
箇
所
／
裏
表
紙 

酒
田
市
の

人
口

誤 

令
和
元
年
１
月
31
日
現
在

正 

令
和
２
年
１
月
31
日
現
在

第
64
回
酒
田
マ
リ
ー
ン
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
定
期
演
奏
会

日
時
／
３
月
21
日
㈯
▼
時
間
／
午
後
１

時
開
場
（
午
後
１
時
30
分
開
演
）
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
賛
助
出
演

／
酒
田
し
お
さ
い
▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

第
43
回
酒
田
市
凧
あ
げ
大
会

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

（
９
時
30
分
～
受
け
付
け
）
▼
場
所
／

最
上
川
河
川
公
園
（
出
羽
大
橋
下
流
）

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
申
し
込
み
／

当
日
会
場
へ

◆
凧
の
な
い
方
に
は
酒
田
凧
保
存
会
で

当
日
販
売
し
ま
す
。

◆
先
着
30
人
に
凧
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
（
小
学
生
以
下
限
定
）

◆
荒
天
時
は
大
会
を
中
止
し
ま
す
。
大

会
の
実
施
確
認
は
市
社
会
教
育
文
化
課

社
会
教
育
係
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
１

示
展酒

田
市
立
資
料
館
☎
２
４
‐
６
５
４
４

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
第
２
１
５
回
企
画
展
「
ひ
な
と
春
の

花
」［
３
月
29
日
㈰
ま
で
］

見
学
な
ど
▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
▼
費
用
／
中
学
生
以
上
７
０
０
円
、

小
学
生
３
０
０
円
、
就
学
前
児
童
無
料

▼
申
し
込
み
／
３
月
12
日
㈭
ま
で
平
田

総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ 

☎
５
２
‐
３

９
１
０

◆
締
切
日
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
不
可
。

ベ
ン
ト

イ在
宅
ケ
ア
講
演
会
開
催

日
時
／
３
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～
３
時

30
分
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
講
演
「
や

さ
し
さ
を
伝
え
る
ケ
ア
技
術 

ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
®」
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
当
日
会
場
へ

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
５
・
在
宅
医
療
・
介
護
連

携
支
援
室
ポ
ン
テ 
☎
４
３
‐
１
９
３
３

「
宝
の
日
」土
門
拳
さ
ん
の
記
念
館
で

吉
野
弘
さ
ん
の
詩
を
よ
む

日
時
／
３
月
14
日
㈯
午
後
２
時
～
▼
場

所
／
土
門
拳
記
念
館
▼
出
演
／
酒
田
詩

の
朗
読
会
▼
費
用
／
無
料
（
入
館
料
別

途
）

問
土
門
拳
記
念
館 

☎
３
１
‐
０
０
２
８

酒
田
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

９
月
分
利
用
申
し
込
み

申
し
込
み
／
３
月
10
日
㈫
午
前
10
時
～

直
接
酒
田
市
美
術
館
へ
（
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

◆
電
話
受
付
不
可
。

問
酒
田
市
美
術
館 

☎
３
１
‐
０
０
９
５

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習

会
参
加
者
募
集

日
時
／
４
月
７
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

８
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校

生
以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持

ち
物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用

／
５
２
０
円
▼
申
し
込
み
／
講
習
会
開

催
日
の
前
日
ま
で
平
田
総
合
支
所
地
域

振
興
課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐
３
９

１
１

◆
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

里
山
ひ
ら
た
の
春
を
楽
し
む
会

参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
▼
集
合
／
平
田
総
合
支
所

（
バ
ス
で
現
地
へ
移
動
）
▼
対
象
／
ど

な
た
で
も
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
必
須
）
▼
定
員
／
20
人
▼
内
容
／
石

臼
で
ひ
い
た
そ
ば
粉
を
使
っ
た
料
理
と

あ
ら
れ
作
り
、
旧
阿
部
家
お
ひ
な
さ
ま
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か
た
情
報
ひ
ろ
ば

さ
― 

国・県・市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ 

―

受
動
喫
煙
防
止
対
策
の
お
知
ら
せ

　

本
年
４
月
か
ら
企
業
の
事
業
所
や
店

舗
な
ど
多
く
の
施
設
が
加
熱
式
た
ば
こ

を
含
み「
原
則
屋
内
禁
煙
」と
な
り
ま
す
。

問
庄
内
保
健
所
保
健
企
画
課 

☎
０
２

３
５
‐
６
６
‐
４
９
３
２

山
形
ワ
ー
ク
フ
ェ
ス
in
東
京

合
同
企
業
説
明
会

日
時
／
３
月
７
日
㈯
午
前
11
時
～
午
後

４
時
、
８
日
㈰
午
前
11
時
30
分
～
午
後

４
時
▼
場
所
／
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
30
階

サ
ン
ス
カ
イ
ル
ー
ム
（
東
京
都
）
▼
対

象
／
令
和
３
年
３
月
卒
業
予
定
の
学
生
、

既
卒
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者
な
ど

▼
参
加
企
業
／
１
４
０
社（
各
日
70
社
）

予
定
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
県
商
工
労
働
部
雇
用
対
策
課 

☎
０

２
３
‐
６
３
０
‐
２
３
７
５

学
生
・
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

庄
内
就
職
説
明
会

日
時
／
３
月
20
日
㈷
、
21
日
㈯
午
後
１

時
～
４
時
30
分
▼
場
所
／
な
の
花
ホ
ー

ル
（
三
川
町
）
▼
対
象
／
令
和
３
年
３

月
に
大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校

能
力
開
発
専
門
校
な
ど
を
卒
業
予
定
の

方
、
既
卒
者
で
未
就
職
の
方
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）
▼

相
談
員
／
加
藤
栄
弁
護
士
▼
申
し
込
み

／
３
月
６
日
㈮
午
前
８
時
30
分
～
、
電

話
で
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相
談

室
へ 

☎
２
６
‐５
７
２
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
３
月
11
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
酒
田
市
民
健
康
セ
ン

タ
ー
▼
対
象
／
本
市
在
住
で
、「
眠
れ

な
い
」「
気
分
が
ふ
さ
ぐ
」
な
ど
精
神

的
な
不
安
が
あ
る
、
精
神
科
や
心
療
内

科
な
ど
専
門
医
の
治
療
を
受
け
て
い
な

い
方
▼
定
員
／
２
人
▼
内
容
／
個
別
相

談
▼
相
談
員
／
精
神
科
医
師
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
３
月
９
日
㈪
ま
で

市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４
‐５
７
３

３こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

３
月
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す
。

自
殺
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
全
国
共

通
の
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ

ヤ
ル
」
を
設
定
し
ま
す
。

受
付
日
時
／
３
月
１
日
㈰
～
７
日
㈯

午
前
９
時
～
午
後
５
時
▼
電
話
番
号

／
０お
こ
な
お
う

５
７
０
‐０ま
も
ろ
う
よ

６
４
‐５こ

こ

ろ
５
６

◆
期
間
中
は
土
曜
・
日
曜
日
も
相
談
を

受
け
付
け
し
ま
す
。

山
王
く
ら
ぶ

☎
２
２
‐
０
１
４
６

◆
第
15
回
湊
町
酒
田
の
傘
福
［
11
月
12

日
㈭
ま
で
］

【
常
設
】人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館

☎
０
９
０
‐
２
８
４
６
‐
６
８
４
６

期
間
中
無
休

◆
秀
作
古
典
雛
・
古
傘
福
・
古
郷
土
人

形
展
［
４
月
５
日
㈰
ま
で
］

【
常
設
】
庄
内
の
民
芸
品

談
相日

弁
連
交
通
事
故
無
料
法
律
相
談

日
時
／
３
月
27
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
／
市
役
所
２
階
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
▼
相
談
員
／
藤
井
正
寿
弁
護
士

（
示
談
、
あ
っ
せ
ん
も
可
）
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３
‐
６
３

５
‐
３
６
４
８

無
料
法
律
相
談

日
時
／
３
月
24
日
㈫
午
後
５
時
～
８
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
か
、

本
市
に
勤
務
先
が
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２
‐
３
５
６
２

◆
本
間
家
の
お
ひ
な
さ
ま 

優
雅
な
お

雛ひ
な

様
と
小
さ
な
か
わ
い
い
雛
道
具
や
源

氏
の
二
枚
折
屏
風
［
４
月
上
旬
ま
で
］

本
間
美
術
館

☎
２
４
‐
４
３
１
１

●
美
術
展
覧
会
場
・
清
遠
閣
会
場

◆
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
祝
う 

本
間

美
術
館
の
ひ
な
祭
り
［
４
月
６
日
㈪
ま

で
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
５
２
‐
３
９
１
１

◆
工
藤
祐
吉
作
品
展
［
３
月
31
日
㈫
ま

で
］

酒
田
夢
の
倶
楽

「
華
の
館
」

☎
２
２
‐
１
２
２
３

◆
湊み
な
と

酒
田 

加
藤
家
の
お
雛
さ
ま
［
４

月
５
日
㈰
ま
で
］

【
常
設
】
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」、
人
形
作
家 

大
滝
博
子
の
世
界

「
お
し
ん
」
人
形
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
入
場

無
料
）

舞
娘
茶
屋 

相
馬
樓

竹
久
夢
二
美
術
館

☎
２
１
‐
２
３
１
０

期
間
中
無
休

◆
相
馬
屋
の
お
ひ
な
さ
ま
［
４
月
３
日

㈮
ま
で
］

【
常
設
】竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛
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●お問い合わせ／市長公室広報広聴係 ☎26‐5706

酒田市広報を手軽に見られる

スマートフォン向けの

アプリケーションです。

※㈱ホープ調べ

マチを好きになるアプリ

他にも便利な機能がたくさん!
まずはQRコードからご確認ください!

※アプリの使用は無料ですが、通信費は各回線ごとのご負
　担となります。
※広告が表示されますが、酒田市とは何ら関係ありません。Android用 iOS用

（
中
町
一
丁
目
）
▼
費
用
／
５
０
０
円

（
材
料
代
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
３
月

18
日
㈬
ま
で
同
事
務
所
へ
☎
２
１
‐
２

６
０
１

虐
待
防
止
講
演
会

日
時
／
３
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
公
益
ホ
ー
ル
▼
対
象
／

ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
６
０
０
人
▼
内

容
／
基
調
講
演「
虐
待
と
Ｄ
Ｖ
・
し
つ
け

と
体
罰
に
つ
い
て
お
と
な
が
気
づ
く
こ

と・
で
き
る
こ
と
▼
講
師
／
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｃキ

ャ

プ

ナ

Ａ
Ｐ
Ｎ
Ａ
理
事
岩
城
正
光

弁
護
士
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

３
月
23
日
㈪
ま
で
Ｃキ
ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ
庄
内
事
務
局

へ
☎
０
８
０
‐
５
５
７
５
‐
１
６
０
５

*cap1605@
ezw

eb. ne.jp

◆
託
児
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３
月
23
日

㈪
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

酒
田
市
立
第
三
中
学
校

吹
奏
楽
部
第
12
回
定
期
演
奏
会

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
後
４
時
～
６
時

▼
場
所
／
希
望
ホ
ー
ル
▼
内
容
／
ア
ル

セ
ナ
ー
ル
、
パ
プ
リ
カ
、
他
（
音
楽
部

友
情
出
演
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問
同
校
☎
２
２
‐
１
０
２
９

●収入の部 単位：円
項目 予算額 決算額

募金収入 4,511,000 4,483,000
雑収入 373 10
繰越金 583,627 583,627
合　計 　　 5,095,000 5,066,637①

●支出の部
項目 予算額 決算額

行事費 4,320,000 4,300,000
会議費 80,000 60,380
事務費 230,000 152,750
予備費 465,000 0
合　計 5,095,000 4,513,130②

差引額①ー②　553,507円（令和2年へ繰越）

談
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日

会
場
へ

問
同
病
院
が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
２
６
‐
５
２
８
２

令
和
元
年
み
な
と
祭
り

市
民
募
金
会
計
決
算
報
告

　

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
「
み
な
と
祭
り
市
民
募
金
」
の
決

算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
酒
田
商
工
会
議
所
総
務
企
画
課
☎

２
２
‐
９
３
１
１

酒
田
雛
街
道
関
連
イ
ベ
ン
ト

笹
巻
き
教
室
参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
前
11
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
中
通
り
商
店
街
事
務
所

タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方
▼
内
容
／
庄
内

地
域
に
就
業
場
所
を
有
す
る
１
１
７
社

が
参
加
し
、
企
業
内
容
全
般
を
説
明
▼

無
料
バ
ス
／
【
行
き
】
酒
田
駅
発
午
後

０
時
10
分
、
庄
内
空
港
発
午
後
０
時
40

分
【
帰
り
】
三
川
発
午
後
４
時

問
庄
内
総
合
支
庁
地
域
産
業
経
済
課
産

業
振
興
担
当
☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐
５

４
８
５

日
本
海
総
合
病
院
停
電
と
救
急
診
療

制
限
な
ど
の
お
知
ら
せ

【
停
電
】
日
時
／
３
月
14
日
㈯
午
後
11

時
～
15
日
㈰
午
前
２
時
７
分
（
１
分
間

の
停
電
を
４
回
予
定
）、
22
日
㈰
午
前

９
時
15
分
～
午
後
１
時
37
分
（
１
分
間

の
停
電
を
４
回
、
約
30
分
間
の
停
電
を

２
回
）

【
救
急
診
療
の
制
限
】
日
時
／
３
月
22

日
㈰
午
前
８
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

◆
詳
し
く
は
同
病
院
☎
２
６
‐
２
０
０

１
（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
）
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
海
総
合
病
院
医
療
用
ウ
ィ
ッ

グ
と
乳
房
手
術
後
補
整
下
着
の
合
同

相
談
会

日
時
／
３
月
12
日
㈭
午
後
１
時
～
３
時

▼
場
所
／
日
本
海
総
合
病
院
２
階　

講

堂
▼
対
象
／
が
ん
治
療
中
で
脱
毛
が
心

配
な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方
▼
内
容
／

各
専
門
店
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
相
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／
中
学
生
以
上
▼
定
員
／
①
先
着
20
人 

②
先
着
30
人
▼
内
容
／
ヨ
ガ
レ
ッ
ス
ン

各
種
▼
講
師
／
㈱
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ボ
ッ

ク
ス 

佐
藤
明
美
氏
、所
属
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
▼
費
用
／
１
回
５
０
０
円
、５

回
２
千
円（
受
講
料
）▼
申
し
込
み
／
平

日
午
前
10
時
～
午
後
４
時
に（
公
財
）酒

田
市
体
育
協
会
事
務
局
へ 

☎
３
１
‐５

５
３
９（
随
時
申
込
み
可
）

日
本
舞
踊 

花
柳
流
の
お
さ
ら
い
会

と
庄
内
お
ば
こ「
華
の
会
」発
表

日
時
／
３
月
15
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

（
予
定
）（
１
時
開
場
）
▼
場
所
／
出
羽

遊
心
館
▼
費
用
／
無
料

◆
午
後
１
時
30
分
か
ら
呈
茶
が
あ
り
ま

す
。

問
同
会
、
池
田 

☎
０
８
０‐１
２
７
８‐

８
３
７
２

弓
道
初
心
者
教
室
生
募
集

日
時
／
４
月
11
日
～
６
月
27
日
の
毎
週

土
曜
日
午
後
４
時
～
６
時
（
全
11
回
）

▼
場
所
／
市
国
体
記
念
体
育
館
弓
道
場

▼
対
象
／
本
市
在
住
ま
た
は
勤
務
、
通

学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方
▼
定
員

／
20
人
程
度
▼
費
用
／
４
千
円
（
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
含
む
）
▼
申
し
込

み
／
３
月
29
日
㈰
ま
で
酒
田
地
区
弓
道

連
盟
、
加
藤 

☎
７
８
‐
４
０
７
６
、
伊

藤 

☎
０
９
０
‐３
３
６
４
‐
４
４
７
３

▼
内
容
／
胎
蔵
山
登
山
後
、
当
日
の
ビ

デ
オ
を
見
な
が
ら
豚
汁
を
食
べ
る
▼
持

ち
物
／
昼
食
、
飲
み
物
、
防
寒
着
、
ろ

う
そ
く
２
本
、
賽
銭
、
ス
ト
ッ
ク
、
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
（
貸
出
可
）
▼
費
用
／
１

千
円
（
保
険
料
、
集
合
写
真
代
、
豚
汁

代
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
３
月
17
日
㈫

ま
で
胎
蔵
ロ
マ
ン
会
、
岩
間 

☎
５
４‐

２
７
６
６
、
０
８
０
‐５
５
７
６
‐１
４

９
２

モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ニ
ス（
硬
式
）

参
加
者
募
集

日
時
／
【
１
期
】
４
月
４
日
～
６
月
27

日
の
毎
週
土
曜
日
（
大
会
の
あ
る
日
を

除
く
）
午
前
６
時
～
８
時
▼
場
所
／
市

国
体
記
念
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
▼
対
象
／

一
般
男
女
（
初
心
者
～
中
級
者
）
▼
定

員
／
20
人
程
度
▼
内
容
／
基
本
か
ら
学

ぶ
初
心
者
コ
ー
ス
・
ゲ
ー
ム
中
心
の
経

験
者
コ
ー
ス
▼
講
師
／
酒
田
テ
ニ
ス
協

会
講
師
▼
費
用
／
１
回
３
０
０
円
（
保

険
別
途
）
▼
申
し
込
み
／
平
日
午
前
10

時
～
午
後
４
時
に
（
公
財
）
酒
田
市
体

育
協
会
事
務
局
へ 

☎
３
１
‐５
５
３
９

（
開
催
期
間
中
随
時
受
け
付
け
）

ハ
ッ
ピ
ー
ヨ
ガ
教
室 

第
２
弾
！

日
時
／【
１
期
】４
月
１
日
㈬
～
７
月
29

日
㈬
の
①
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
～
11

時 

②
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
８
時

▼
場
所
／
市
国
体
記
念
体
育
館
▼
対
象

ま
す
。

問
里
仁
館 

☎
６
１
‐
４
３
６
１

９
年
目
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

　

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
日
に
、

被
災
地
に
祈
り
を
届
け
ま
す
。

日
時
／
３
月
11
日
㈬
午
後
６
時
～
７
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
特
設
会
場
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も

▼
内
容
／
市
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
詩
の
朗

読
、
酒
田
マ
リ
ー
ン
ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団

に
よ
る
合
唱
、
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
、
甘

酒
ふ
る
ま
い
な
ど
▼
申
し
込
み
／
当
日

会
場
へ

問
酒
田
市
社
会
福
祉
協
議
会 

☎
２
３
‐

５
７
６
５

ひ
ら
た
農
産
物
直
売
所「
め
ん
た
ま

畑
」に
出
荷
し
て
み
ま
せ
ん
か

応
募
要
件
／
概
ね
年
間
を
通
し
て
出
荷

で
き
る
方
。
月
１
回
（
半
日
）
の
当
番

制
有
り
▼
申
し
込
み
／
め
ん
た
ま
畑
店

内
に
あ
る
応
募
用
紙
を
記
入
し
提
出

◆
申
し
込
み
後
に
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

問
め
ん
た
ま
畑 

☎
６
１
‐
７
２
０
０

胎
蔵
山
早
春
譜
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
22
日
㈰
午
前
７
時
30
分
～

午
後
４
時
（
登
山
は
午
後
２
時
30
分
ま

で
を
予
定
）
▼
集
合
／
元
田
沢
神
社

社
務
所
▼
対
象
／
雪
上
歩
行
可
能
な

方（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
必
須
）

子
育
て
の
悩
み
・
不
安
に
関
す
る

講
演
会
参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
８
日
㈰
午
後
２
時
～
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
講
師
／
元

山
形
県
家
庭
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー 

加
藤

真
知
子
氏
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定

員
／
先
着
30
人
▼
内
容
／
子
ど
も
へ
の

か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
▼
費
用
／
５
０

０
円
（
資
料
代
）
▼
申
し
込
み
／
３
月

６
日
㈮
ま
で
Ｓ
Ｒ
会
、
中
里 

☎
０
８

０‐１
８
１
６‐３
５
９
８ 
*zap1113@

beige.plala.or.jp

「
庄
内
認
知
症
の
つ
ど
い
」

参
加
者
募
集

日
時
／
３
月
14
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
内
容

／
認
知
症
に
関
す
る
相
談
や
情
報
交
換
、

介
護
者
交
流
会
な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
山
形
県
支

部
、
佐
藤 

☎
７
１
‐
２
１
３
０

生
涯
学
習
施
設 

里
仁
館

令
和
２
年
度 

生
涯
学
習
講
座

受
講
生
募
集

申
し
込
み
／
３
月
11
日
㈬
～
講
座
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
添
付
の
申
し
込
み
は
が
き

を
郵
送

◆
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
里
仁
館
、
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
セ
ン
に
あ
り
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ウ
ス 

い
の
ち
の
輝
き
、
午
後
３
時
・

か
ぐ
や
と
Ｋカ

グ

ヤ

Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｙ
Ａ
─
月
が
地
球

に
く
れ
た
贈
り
物
─
▼
場
所
／
鶴
岡
市

中
央
公
民
館
▼
定
員
／
各
回
先
着
78
人

▼
費
用
／
３
歳
以
上
１
０
０
円
、
高
校

生
以
上
２
０
０
円
（
観
覧
券
は
投
映
開

始
20
分
前
か
ら
発
売
）

問
同
公
民
館 

☎
０
２
３
５
‐
２
５
‐
１

０
５
０

女
性
の
な
ん
で
も
相
談
所

日
時
／
３
月
12
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後

３
時
▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
新
橋
二
丁
目
）
▼
内
容
／
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
ス
ト
ー

カ
ー
被
害
、
同
居
す
る
家
族
の
問
題
、

子
ど
も
の
問
題
、
職
場
で
の
男
女
差
別

な
ど
▼
相
談
員
／
人
権
擁
護
委
員
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
地
方
法
務
局
酒
田
支
局 

☎
２

５
‐
２
２
２
１

す
て
っ
ぷ
ひ
ろ
ば

　

発
達
が
気
に
な
る
子
供
を
対
象
に
、

親
子
で
体
育
館
や
遊
戯
ス
ペ
ー
ス
で
自

由
に
遊
べ
る
場
で
す
。

日
時
／
３
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園
（
遊
佐

町
）
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当

日
会
場
へ

問
同
学
園 

☎
７
５
‐
３
３
３
４

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
・
場
所
／
３
月
10
日
㈫
午
前
10
時

～
11
時
・
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
、
３

月
25
日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
・
か
ん
ぽ

の
宿
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／

血
圧
、
体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、
血
管
年

齢
の
測
定
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み

／
当
日
会
場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 
☎
２
６‐６
６
３
１

人
工
肛
門
・
膀ぼ

う

胱こ
う

保
有
者
の
集
い

オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ

日
時
／
３
月
10
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

４
時
（
出
入
り
自
由
）
▼
場
所
／
日

本
海
総
合
病
院
第
３
会
議
室 

（
あ
き
ほ

町
）
▼
対
象
／
オ
ス
ト
メ
イ
ト
お
よ
び

関
心
の
あ
る
方
▼
内
容
／
心
配
事
や
普

段
工
夫
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
情
報
を

交
換
し
合
い
、
毎
日
の
生
活
の
質
の
向

上
を
目
指
す
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問
庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会
事
務
局
、

あ
だ
ち 

☎
０
２
３
５
‐
３
３
‐
３
５
３

３
、
☎
０
９
０
‐
７
９
３
４
‐
６
５
１
２

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

期
日
／
３
月
15
日
㈰
、
22
日
㈰
、
23
日

㈪
、
25
日
㈬
▼
時
間
・
内
容
／
午
前
11

時
・
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
―
星

の
色
と
空
の
色
―
、
午
後
１
時
30
分
・

銀
河
鉄
道
９
９
９ 

赤
い
星
ベ
テ
ル
ギ

開
い
て
作
っ
た
煎
餅
な
の
で
す
が
、
コ
ク

が
た
っ
ぷ
り
で
す
。
こ
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
育

て
る
た
め
に
、
鳥
海
山
の
伏
流
水
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
お
そ
ら
く
泥
は
鳥
海

山
か
ら
流
れ
て
き
た
火
山
泥
流
の
も
の
で

す
。「
ど
じ
ょ
う
せ
ん
べ
い
」
は
鳥
海
山

の
恵
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
認
定
さ
れ
た
46
の
商
品
は

い
ず
れ
も
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

大
地
の
恵
み
を
商
品
に
し
た
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
大
地
の
素
晴
ら
し
さ
を
味
わ
っ
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の
食
の
魅

力
を
発
信
す
る
認
定
制
度
「
ぺ
ろ
っ
と　

鳥
海
山
・
飛
島
―
た
の
し
く
お
い
し
い
も

の
が
た
り
―
」
が
2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
新
た
に
14
商
品
が
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
魅
力
的
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
商
品
に
地
元
と
密
着
し
た
「
大
地
の

物
語
」
が
あ
り
ま
す
。
私
の
お
気
に
入
り

の
２
商
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　

例
え
ば
「
梨
の
デ
ア
ノ
イ
エ
」
と
い
う

商
品
は
、
酒
田
市
の
刈
屋
地
区
で
と
れ
る

梨
を
使
っ
た
お
い
し
い
ワ
イ
ン
で
す
。
刈

屋
地
区
は
、
荒
瀬
川
の
そ
ば
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
こ
に
は
「
自
然
堤
防
」
と
い
っ
て
、

川
の
わ
き
が
少
し
高
く
な
っ
た
と
こ
ろ
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
所
は
、
水
は

け
が
良
く
、
梨
を
作
る
の
に
ぴ
っ
た
り
な

の
で
す
。「
梨
の
デ
ア
ノ
イ
エ
」
は
荒
瀬

川
の
恵
み
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

に
か
ほ
市
の
「
ど
じ
ょ
う
せ
ん
べ
い
」

と
い
う
商
品
も
あ
り
ま
す
。
ド
ジ
ョ
ウ
を

秋田大学大学院
教育学研究科教授

林 信太郎氏

ぺろっと 鳥海山・飛島
～たのしくおいしいものがたり～

第63回

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

問市交流観光課観光戦略係 ☎26‐5759

認定商品「ぺろっと」
はこちらからご覧くだ
さい。 ▲北前塩ばうむラスク



18

Information 情報ボックス

氏
▼
費
用
／
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
国
際
女
性
デ
ー
酒
田
・
飽
海
地
区
実

行
委
員
会
、
古
澤 

☎
２
２
‐
９
７
０
９

弁
護
士
に
よ
る
住
ま
い
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

日
時
／
３
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～

４
時
▼
場
所
／
庄
内
総
合
支
庁
（
三
川

町
）
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
申
し
込
み

／
相
談
日
の
前
日
ま
で
県
営
住
宅
指
定

管
理
者
㈱
西
王
不
動
産
へ 

☎
０
２
３

５
‐６
６
‐３
２
１
０

ま
い
る
、
阿
部 

☎
０
９
０‐４
５
５
９‐

５
５
９
１

【
う
た
ご
え
喫
茶
】
日
時
／
３
月
９
日

㈪
午
後
７
時
～
▼
費
用
／
４
０
０
円

問
す
ま
い
る 

☎
５
２
‐
３
１
３
０

国
際
女
性
デ
ー

日
時
／
３
月
８
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
▼
内
容
／
世
界
で
最
低
レ
ベ
ル
の

男
女
格
差
―
明
治
以
来
何
が
変
わ
り
、

何
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
―
▼
講
師

／
庄
内
地
域
史
研
究
所
代
表 

三
原
容
子

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

す
ま
い
る
の
催
し

【
楽
し
い
映
画
鑑
賞
会
】
期
日
・
内
容

／
３
月
４
日
㈬
・「
隠
し
剣
鬼
の
爪
」、

11
日
㈬
・「
街
の
灯
」、
18
日
㈬
・「
お

葬
式
」、
25
日
㈬
・「
Ｏ
Ｋ
牧
場
の
決
斗
」

▼
時
間
／
午
後
１
時
30
分
～
▼
費
用
／

無
料

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
３
月
生
募
集
】
内
容

／
全
く
初
め
て
の
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
コ
ー
ス
▼
費
用
／
３
千
２
０
０
円

（
資
料
代
）
▼
申
し
込
み
／
カ
フ
ェ
す

新刊紹介

佐々木亜希子／著　論創社

カツベンっておもしろい！現代に生きる
エンターテインメント「活弁」

一般図書

　ＮＨＫ地方局アナウン
サーを経て活動弁士となり、
日夜、新たな作品の原稿を
つくり、上演し、話芸を磨
き続けている著者が、活弁
の魅力を徹底的に語る。無
声映画紹介、「カリガリ博
士」活弁台本も収録。著
者は酒田市出身。

斉藤洋／作　森泉岳士／絵　偕成社

グレーテルの白い小鳥

中高生向け

　図書館の相談コーナー
に集まるのは、人間ばかり
ではないらしい。ついてくる
足音、突然あらわれる小鳥、
そのむかう先は？図書館を
舞台にした奇譚集第３弾。

ディック・ブルーナ／絵　講談社／編
講談社

にほんごえいご

児童絵本

　乗り物、動物、おもちゃ・
文具、くだもの・野菜、み
のまわりのもの…。こども
の好きなもの・身近なもの
を、ディック・ブルーナのか
わいいイラストとともに日本
語と英語で紹介。英語には
カタカナで発音表記を掲載
する。©TRC

親子ふれあいサロン・
ぎゅっとサロンへどうぞ

【3月の予定】
問交流ひろば内、親子ふれあいサロン ☎26‐5613
　子育て世代包括支援センター「ぎゅっと」 ☎26‐4199

期　日 時間・場所 内　容 対象・定員 申し込み

3／4㈬
10:30～12:00
親子ふれあい
サロン2

「おおきくな～れ」 
身長・体重測定 

就学前児童と
保護者・定員
なし

当日会場へ3／7㈯

10:00～11:30
13:30～15:00
交流ひろば
2階交流室

「わんぱく広場」 
迷路に挑戦 スタンプラ
リーをしながらゴールを
目指そう。

幼児～小学生
と保護者・定
員なし

3／11㈬
10:30～11:00 
親子ふれあい 
サロン2

「おはなしひろば」 
絵本の読み聞かせ

就学前児童と
保護者・定員
なし

3／17㈫
10:30～11:30
交流ひろば
2階研修室

「プロから学ぶフォト講座」
子どもの笑顔の写真を撮
ろう 思い出を未来に残そ
う。
 講師／北村薫氏

就学前児童と
保護者・10組

3／3㈫ 
9:30～

3／18㈬、
3／19㈭

11:00～11:20
親子ふれあい
サロン1

「楽しかったね！思い出
いっぱいプレイランド」 
一緒に1年をふりかえる楽
しい時間をつくりません
か。

就学前児童と
保護者・定員
なし

当日会場へ

3／19㈭
10:30～11:30 
平田子育て支
援センター

「ぎゅっとサロン」 
子育て中のママやパパの
おしゃべりを楽しもう！

子育て中
妊娠中の方
15人（組）

ぎゅっとへ

◆3月10日㈫は、館内清掃作業のため親子ふれあいサロン１を休館します。親子ふ
れあいサロン２は通常通り開館します。
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情報ボックス

酒田市休日診療所  3月の診療日

3月の診療日は、1日㈰、8日㈰、15日㈰、
20日㈷、22日㈰、29日㈰です。

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。
※会社や学校に提出する診断書の発行は行っていません。
※交通事故、労務災害は診療できません。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1‐31）
電話／21‐5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733

3月の各種相談　ひとりで悩まずにご相談ください。

鶴
岡
雛
物
語

期
間
／
４
月
５
日
㈰
ま
で（
期
間
は
施
設
に
よ

り
若
干
異
な
り
ま
す
）▼
場
所
／
致
道
博
物
館
、

荘
内
神
社
、旧
風
間
家
住
宅「
丙
申
堂
」、湯
田
川

温
泉「
旧
白
幡
邸（
長
福
寺
集
会
所
）」、龍
の
湯

「
蔵
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
氷
室
」ほ
か

問
鶴
岡
市
観
光
物
産
課 

☎
０
２
３
５
‐
２
５
‐

２
１
１
１

◆
各
会
場
の
開
館
時
間
や
休
館
日
、入
場
料
、体

験
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、詳
し
く
は
鶴
岡
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

鶴 岡 市

こ
い
の
ぼ
り
寄
贈
募
集 

お
家
で
眠
っ
て

い
る
こ
い
の
ぼ
り
に
光
と
風
を
！

　

家
庭
に
眠
っ
て
い
る
こ
い
の
ぼ
り
を
寄
贈
し

て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。玉
川
第

六
堰
堤
の
大
規
模
吹
き
流
し
ス
ポ
ッ
ト
に
、ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
泳
が
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
日
／
４
月
上
旬
ま
で
随
時

問
庄
内
町
立
川
総
合
支
所
立
川
地
域
振
興
係 

☎
５
６
‐
２
２
１
３

庄 内 町

三
川
町
文
化
交
流
館

「
ア
ト
ク
の
お
ひ
な
さ
ま
」

　

展
示
す
る
お
ひ
な
さ
ま
は
昭
和
初
期
の
も
の

と
い
わ
れ
、内
裏
雛
と
右
大
臣
・
左
大
臣
、伝
説

や
物
語
の
名
場
面
を
描
い
た
趣
向
人
形
を
展
示

し
ま
す
。

期
間
／
３
月
31
日
㈫
ま
で（
月
曜
日
は
休
館
）▼

時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
▼
場
所
／
ア
ト

ク
先
生
の
館（
三
川
町
）▼
費
用
／
無
料

問
三
川
町
文
化
交
流
館 

☎
０
２
３
５‐
６
６‐５

０
４
０

三 川 町

遊
佐
町
特
産
品
フ
ェ
ア

日
時
／
３
月
14
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
、

15
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
▼
場
所
／

遊
佐
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
エ
ル
パ
内

◆
１
千
円
以
上
買
い
上
げ
ご
と
に
、空
く
じ
な

し
の
抽
選
が
あ
り
ま
す
。

問
遊
佐
町
優
良
特
産
品
推
進
部
会（
Ａ
コ
ー
プ

ゆ
ざ
店
２
階
） 

☎・
７
２‐
３
９
６
６

遊 佐 町

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8:30～17:15

（12：00～13：00を除く）
市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8:30～17:15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761（消費生活）
☎26-6266（多重債務）

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8:30～17:15

（祝日、年末年始除く）

山形市緑町2-15-3、山形財務事務
所1階理財課

［相談専用電話］☎023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9:00～16:00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

人権・行政相談

10日㈫、24日㈫／
9:30～12:00（人権）
3日㈫、17日㈫／
13:30～15:00（行政）

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

10日㈫／
9：00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

18日㈬／
13：30～15:00

松山健康福祉センター
☎62-2611

女性のための相談 月～金曜日／
9:00～16:00

交流ひろば1階 市男女共同参画
推進センター ウィズ
☎26-5616

年金受給相談
月曜日／8：30～19：00 
火 ～ 金 曜 日 ／8：30～
17：15（年末年始除く）

街角の年金相談センター酒田
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所
☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9:00～16:00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります。☎0235-66-5452

教育相談
月～金曜日／
9:30～18:00
土曜日／9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室
70120-783-042
*soudan@sakata.ed.jp

（予約受付のみ）

項　目 日　時 場所／問い合わせ

青少年相談 月～金曜日／
9:30～16:30

総合文化センター1階、市青少年
指導センター ☎24-2901

心配ごと相談 3日㈫、17日㈫、31日㈫
／9:00～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目
1-19） ☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

（祝日、年末年始除く）

生活自立支援センターさかた（地
域福祉センター内）☎25-0350 
FAX24-6299
*jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～金曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター・庄内
地域若者サポートステーション（中
町庁舎2階） 70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁産業経済課
☎0235-66-5491

身体障がい者
更生相談

第2・第4水曜日／
13:00～15:00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
5日㈭／14：30～16：30

（要予約）
◆次回4月6日㈪。

酒田農業技術普及課
（若浜コミセン東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8:30～17:15

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 24日㈫／13:30～15:30
（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎およびC型
肝炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：20～12:00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

結婚に関する相談
月～金曜日／
9：00～16：00
第1・第３木曜日／
14：00～21：00（要予約）

交流ひろば1階 市結婚サポート
センター ☎26-5670

外国出身者のため
の相談

月～金曜日／
9：00～16：00

（外国語の相談は要予約）
交流ひろば2階 市国際交流サロ
ン ☎26-5615

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください
児童相談所や市相談窓口では、出産・
子育てに関する相談をなんでも受け
付けています。気になることはぜひ
ご連絡ください。
☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189 いちはやく

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆ 全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相

談所につながります。

眠れない…は
心のSOS ― 一人で悩まず相談を ―

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所
　　地域振興課 ☎64-3113
松山総合支所
　　地域振興課 ☎62-2611
平田総合支所
　　地域振興課 ☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆平日の午前8時30分～

午後5時15分

こころの相談窓口
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い
な
り
寿
司

材料［20個分］
　家
庭
で
も
簡
単
に
作
れ
る
す
し
の
一
つ
。
手
作
り
し
た
こ

と
が
あ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　江
戸
時
代
、
稲
荷
神
社
に
供
え
て
あ
っ
た
油
揚
げ
の
中
に

ご
は
ん
を
詰
め
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
う
説
が
広
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
り
、
東
は
俵
型
で
濃

い
味
、
西
は
三
角
で
薄
味
と
い
う
よ
う
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

❶まな板に油揚げを並べ、上から菜箸を押さえつけ
るように転がし、長さを半分に切って中を開き、
袋状にする。

❷鍋に湯を沸かし、油揚げを入れて2分～3分ゆで
てザルにとり、しっかりと油抜きをする。熱が取
れたら、油揚げが崩れないように2枚～3枚ずつ
手に広げ、両手で挟むように水気をしっかり切る。

❸鍋に煮汁の材料Aを入れて火にかけ、砂糖が溶け
たら②を加える。落としぶたをして中火で15分～
20分煮て、途中上下を返し、煮汁が少し残る程
度まで煮る。火を止め、煮汁につけたまま冷まし、
味を含ませる。

❹酢めしを作る。米は洗って水をきり、炊飯器に入
れ、目盛りより少なめにして水を注ぎ昆布も入れ
て炊く。

❺炊き上がったら昆布を除き、内釜ごと返してご飯
をボウルにあけ、合わせ酢を回しかける。しゃも
じで切るように、全体に合わせ酢がまわるまで混
ぜ、うちわなどであおいで冷ます。

❻酢めしを20等分（1個約50㌘）にして軽く丸める。
③を両手で挟むようにして汁けを軽く絞り、酢め
しを詰めて中で軽く広げる。油揚げの両端を中に
折り、口を閉じる。

砂糖の種類を変えると

違った味わいを楽しめます。

A

酢めし　米………………………3合
　　　　昆布（5㎝）……………1枚　　　　　　　
　　　　酢………………………大さじ4
　　　　砂糖……………………大さじ3
　　　　塩………………………大さじ1／2
揚げ　　油揚げ…………………10枚
　　　　　　だし汁……………1+1／2カップ
　　　　　　酒…………………100㏄
　　　　　　砂糖………………大さじ6
　　　　　　みりん……………大さじ3
　　　　　　しょうゆ…………大さじ6

作り方

旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

 酒田市食生活改善推進員がご紹介

vol.71

　

マ
ア
ち
ゃ
ん
は
、
お
し
ゃ
べ
り

が
大
好
き
。
マ
マ
や
パ
パ
、
友

だ
ち
と
は
も
ち
ろ
ん
、
一
人
で

遊
ん
で
い
る
と
き
も
話
し
て
い
ま

す
。
言
葉
や
そ
れ
を
語
る
こ
と
に

は
、
ど
の
よ
う
な
働
き
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　

ひ
と
つ
は
、
人
に
情
報
や
気
持

ち
を
伝
え
る
働
き
で
す
。「
う
ん

う
ん
」「
そ
れ
で
？
」
な
ど
と
う

な
ず
い
た
り
相
づ
ち
を
う
っ
て
も

ら
っ
た
り
す
る
と
、
話
が
伝
わ
る

喜
び
や
自
分
の
気
持
ち
が
分
か
っ

て
も
ら
え
た
と
い
う
安
心
感
が
生

ま
れ
ま
す
。
合
わ
せ
て
相
手
の
言

葉
に
応
え
た
り
、
相
手
の
表
情
か

ら
気
持
ち
を
読
み
取
っ
た
り
す
る

力
も
磨
か
れ
ま
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
考
え
る
あ
る

い
は
自
分
の
行
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
働
き
で
す
。
大
人
の
場
合

は
大
抵
声
に
は
出
し
ま
せ
ん
が
、

幼
い
子
は
「
ひ
と
り
言
」
で
こ
の

働
き
を
使
い
ま
す
。
マ
ア
ち
ゃ
ん

も
、
遊
び
な
が
ら
、「
こ
う
し
た

ら
ど
う
か
な
？
」「
う
ん
、
う
ま

く
い
っ
た
」
な
ど
と
始
終
つ
ぶ
や

い
て
い
ま
す
。
言
葉
が
、
考
え
る

た
め
に
大
切
な
働
き
を
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

大
人
も
難
し
い
場
面
で
は
、「
こ

り
ゃ
、
困
っ
た
な
」
と
か
、「
あ
っ
、

そ
う
か
」「
こ
う
し
て
み
る
か
」

な
ど
と
自
分
の
行
動
を
見
つ
め
た

り
方
向
づ
け
た
り
し
ま
す
よ
ね
。

　

こ
う
し
た
言
葉
の
働
き
は
、
幼

い
こ
ろ
か
ら
の
身
近
な
大
人
と
の

や
り
と
り
を
通
じ
て
、
育
ま
れ
て

い
き
ま
す
。
た
だ
し
こ
こ
で
肝
心

な
の
は
、
子
ど
も
が
日
々
浴
び
る

言
葉
の
「
量
」
で
は
な
く
、「
質
」

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の

「
ど
う
し
て
」
と
い
う
疑
問
を
一

緒
に
考
え
た
り
、「
こ
う
し
た
ら

ど
う
？
」
な
ど
人
と
交
渉
し
た
り

と
い
っ
た
、
双
方
向
の
や
り
と
り

に
よ
っ
て
伸
び
て
い
き
ま
す
。
言

葉
を
知
る
こ
と
は
、
単
に
物
知
り

に
な
る
こ
と
で
は
な
く
、
考
え
る

力
に
つ
な
が
る
こ
と
を
再
確
認
し

た
い
で
す
ね
。

言
葉
の
働
き

問
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
５

東北公益文科大学名誉教授

國眼 眞理子 先生第112回
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酒田っ子 すくすく子育て／さかたの旬／サカタスタイル／キリヌキ！

和初スケート！

取材中に出会った皆さんの素敵な笑顔や、美しい風景などをキリヌキ！

【撮影場所】
●黒森歌舞伎正月公演

黒森小学校6年生の皆さん
ゆいさん、ゆうなさん、れいなさん、あいなさん

［第11回］みんなにとって働きやすい職場とは

　
こ
ん
に
ち
は
。公
益
大 

伊
藤
眞
知
子

ゼ
ミ
で
す
。
私
た
ち
は
、
２
０
１
９
年

度
に
厚
生
労
働
省
か
ら
「
く※
る
み
ん
」

認
定
さ
れ
た
東
北
エ
プ
ソ
ン
㈱
へ
取
材

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
昨
年
育

児
休
業
を
取
得
さ
れ
た
早
坂
俊
幸
さ

ん
と
人
事
若
手
社
員
の
小
松
原
美
樹

さ
ん
の
お
二
人
で
す
。

学
生
／
働
き
や
す
さ
の
面
で
、
独
自

の
制
度
は
あ
り
ま
す
か
。

小
松
原
さ
ん
／
さ
ま
ざ
ま
あ
り
ま
す

が
、「
フ
レ
ッ
ク
ス
休
暇
」
と
い
う
長

期
休
暇
制
度
が
あ
り
ま
す
。
年
間
５

日
、
休
日
と
合
わ
せ
て
長
期
に
な
る

よ
う
に
設
定
で
き
る
の
で
、
オ
ン
・
オ

フ
の
メ
リ
ハ
リ
を
も
っ
て
会
社
生
活
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

学
生
／
ま
さ
に
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」
で
す
ね
。
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
で
今
後
さ
ら
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

早
坂
さ
ん
／
上
司
の
勧
め
も
あ
り
、

最
近
育
休
を
経
験
し
ま
し
た
。
男
性

の
育
休
取
得
者
が
今
後
さ
ら
に
増
え

て
い
く
た
め
に
も
、
今
回
の
経
験
を

社
員
同
士
で
意
見
交
換
す
る
機
会
な

ど
を
設
け
て
、
発
信
し
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

学
生
／
最
後
に
「
み
ん
な
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
職
場
」
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
思
っ
て
い
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
松
原
さ
ん
／
そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
を
後
押
し
す
る
職
場
の
雰

囲
気
や
制
度
が
整
っ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
が
チ
ー
ム
と
し
て
の

力
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

早
坂
さ
ん
／
人
生
の
大
半
は
職
場
で

過
ご
し
ま
す
。
な
の
で
、
職
場
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
で
も
良
い
影
響
を
与
え
る
と

思
い
ま
す
。

学
生
／
今
年
就
活
生
な
の
で
、
会
社

の
制
度
や
職
場
の
雰
囲
気
が
会
社
選

び
に
大
切
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

※
く
る
み
ん
：
子
育
て
支

援
に
積
極
的
な
企
業
を

国
が
認
定

東
北
公
益
文
科
大
学
３
年

大
山
ひ
な
こ

平
田　

春
花

会場案内を担当した高校生の皆さん
みなさん、ゆかさん、ゆみさん、まりなさん
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ホームゲームレポート

２
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
、
Ｖ
・
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｅ 

Ｄ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
２ 

２
月
酒
田
大
会
が

市
国
体
記
念
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
最
終
戦
の
行
方
は
？

44
Vol.

V o i c e o f A r a n m a r e

●
Ｄ
Ａ
Ｙ
１ 

Ｖ
Ｓ 

柏
エ

ン
ゼ
ル
ク
ロ
ス

　
柏
は
こ
れ
ま
で
何
度
も

激
闘
を
演
じ
て
き
た
相
手
。

今
回
も
試
合
は
も
つ
れ
ま

す
。
勝
ち
た
い
思
い
が
空

回
り
し
、
ミ
ス
が
頻
発
。

苦
し
い
展
開
を
打
開
し
た

の
は
リ
ベ
ロ
森
寿
実
子

選
手
。
威
力
の
高
い
ス
パ

イ
ク
を
こ
と
ご
と
く
跳
ね

返
す
そ
の
活
躍
に
攻
撃
陣

が
奮
起
。
セ
ッ
ト
カ
ウ
ン

ト
３‐

２
で
激
戦
を
制
し

ま
し
た
。

●
Ｄ
Ａ
Ｙ
２ 

Ｖ
Ｓ 

Ｊ
Ａ

ぎ
ふ
リ
オ
レ
ー
ナ

　
２
日
目
、
前
日
の
苦
戦

が
噓
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
躍
動
。
柳
沢
紫
子

選
手
、
伊
藤
摩
耶
選
手
が
ブ
ロ
ッ

ク
で
攻
撃
の
勢
い
を
そ
ぎ
、
木
村

友
里
選
手
、
森
寿
実
子
選
手
が
レ

シ
ー
ブ
で
つ
な
ぐ
。
上
が
っ
た
ボ

ー
ル
を
、
江
川
優
貴
選
手
、
宮
本

菜
月
選
手
、
藤
原
真
理
子
選
手
に

加
え
、来
期
入
団
内
定
の
榎
本
里
歩

選
手
が
次
々
に
強
打
。
セ
ッ
ト
カ

ウ
ン
ト
３‐

０
、
ス
ト
レ
ー
ト
で

強
豪
Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
を
下
し
ま
し
た
。

●
感
謝
は
プ
レ
ー
で

　
残
念
な
が
ら
、
最
終
戦
を
前
に

Ｖ
１
昇
格
の
可
能
性
は
失
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
会
場
を
オ
レ
ン

ジ
で
染
め
て
チ
ー
ム
の
背
中
を
押

し
た
ホ
ー
ム
の
大
応
援
団
に
対
し
、

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
全
力
プ
レ
ー
と

２
連
勝
と
い
う
結
果
で
応
え
ま
し

た
。

　
江
川
優
貴
副
主
将
は
「
皆
さ
ん

の
声
援
は
私
た
ち
の
耳
に
届
い
て

い
ま
す
。
応
援
に
感
謝
し
て
最
後

ま
で
が
ん
ば
り
ま
す
」
と
述
べ
ま

ブ
イ

リ
　
　
　
ー
　
　
　
グ

デ
　
　
ィ
　
　
ビ
　
　
ジ
　
　
ョ
　
　
ン

し
た
。

◆
本
記
事
は
２
月
初
旬
に
作
成
し
ま
し
た
。

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
11
勝
10
敗
の
５
位
で
２

０
１
９

－

２
０
シ
ー
ズ
ン
を
終
え
ま
し
た
。

◆
柳
沢
紫
子
選
手
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
決
定
本

数
（
１
セ
ッ
ト
当
た
り
）
が
Ｖ
２
リ
ー
グ

女
子
で
１
位
と
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
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「
私
の
街
さ
か
た
」
３
月
２
日
号
の

表
紙
は
、
特
集
記
事
で
も
取
り
上
げ

て
い
る
、
カ
フ
ェ
「
え
～
る
」
で
の

一
幕
。
当
初
は
特
集
記
事
内
に
掲
載

す
る
予
定
が
、
笑
顔
が
素
敵
だ
っ
た

の
で
、
表
紙
に
な
り
ま
し
た
。
ガ
ラ

ス
張
り
の
明
る
い
空
間
に
響
く
元
気

な
声
。
優
し
い
気
持
ち
が
集
ま
る
場

所
「
え
～
る
」
で
、
あ
な
た
も
素
敵

な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
み
て
は
。

 

「
キ
リ
ヌ
キ
！
」
は
、
雪
で
は
な
く

雨
が
降
る
中
で
上
演
さ
れ
た
黒
森
歌

舞
伎
正
月
公
演
の
会
場
で
撮
影
し
ま

し
た
。
迫
力
あ
る
本
狂
言
の
演
技
は

も
ち
ろ
ん
素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
が
、

地
域
の
祭
り
を
支
え
る
子
ど
も
た
ち

の
姿
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

 

「
私
の
街
さ
か
た
」
が
、
今
年
度
県

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
２
部
門
で
特

選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
読
者
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
今
後
も
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る

広
報
づ
く
り
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
「
私
の
街
さ
か
た
」
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

広
報
広
聴
係　

大
井
正
紀

　読者の皆さんの「声」を掲載します。本紙の感想、酒田へ
の思い、身近な出来事、取り上げてほしい話題、紹介してほ
しい人などを、200字～300字程度でお寄せください。
　掲載された方にはささやかなプレゼントを差し上げます。

投稿方法／〒998‐8540（住所不要） 酒田市市長公室広報広聴係へ
FAX 26‐3688  *koho@city.sakata.lg.jp
◆文面またはタイトルに「読者の声宛て」と明記してください。
◆スペースの都合で掲載できない場合もあります。
問市長公室広報広聴係 ☎26‐5706

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ポ
ー
ト
の
防
音

壁
に
も
地
元
高
校
生
が
関
わ
っ
た
ア
ー

ト
が
描
か
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ぜ
ひ
多

く
の
方
に
こ
れ
ら
を
見
て
、
知
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
の
新
聞
に
、
酒
田
市
が
「
住

ん
で
み
た
い
ま
ち
」
と
し
て
全
国
で

１
位
に
な
っ
た
と
い
う
記
事
が
載
っ

て
い
た
の
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。

　

私
が
住
む
地
域
で
は
空
き
家
が
目

立
っ
て
き
て
お
り
、
さ
み
し
い
思
い

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て

酒
田
市
の
良
さ
や
魅
力
を
発
信
し
、

移
住
し
て
き
て
く
れ
る
人
が
増
え
る

よ
う
な
働
き
掛
け
が
必
要
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

　

人
口
密
集
地
で
は
災
害
へ
の
備
え

が
課
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
穏
や
か
な
生
活
を
望
む
人
々
が

住
め
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
を
考
え
、

目
指
す
チ
ャ
ン
ス
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
酒
田
が
産
業
と
福
祉
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ま
ち
と
な
っ
て

い
く
こ
と
を
望
み
ま
す
。

（
市
内
在
住
　
女
性
）

 
「
田
舎
暮
ら
し
の
本
」
で
酒
田
が
大
き

く
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し

い
と
こ
ろ
。
移
住
し
て
み
よ
う
か
な
と

思
え
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
市
民

み
ん
な
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す

ね
。

　
い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
は
が
き
に
つ
い
て
の

意
見
は
さ
ま
ざ
ま
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
は
が
き
だ
け
で
は
な
く
、
広
報
紙

全
体
に
つ
い
て
、
い
た
だ
い
た
意
見
は

可
能
な
限
り
紙
面
に
反
映
さ
せ
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。
今
後
も
ご
意
見
な
ど
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
11
月
、
酒
田
駅
前
開
発
を

目
の
前
に
し
て
、
駅
地
下
道
の
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
見
学
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
中
学
校
８
校
、
高
等
学
校

５
校
の
美
術
部
員
が
、
祭
り
や
食
べ

物
な
ど
を
テ
ー
マ
に
描
い
た
素
晴
ら

し
い
作
品
ば
か
り
で
、
自
分
た
ち
の

ま
ち
が
好
き
だ
と
い
う
気
持
ち
が
伝

わ
る
、
迫
力
の
あ
る
も
の
だ
と
感
じ

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
絵
を
、
も
っ
と
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
見
て
ほ
し
い
と

感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
酒
田
の
宝

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守

り
、
応
援
し
て
い
け
た
ら
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　（
市
内
在
住
　
女
性
）

　
駅
前
と
駅
東
を
結
ぶ
地
下
道
、
以
前

は
暗
か
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

中
学
・
高
校
生
の
絵
が
飾
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
と
て
も
明
る
い
イ
メ
ー
ジ
に

変
わ
り
ま
し
た
よ
ね
。
現
在
工
事
中
の

　

昨
年
「
読
者
の
声
」
宛
て
の
は
が

き
に
、
広
報
紙
に
と
じ
込
み
さ
れ
て

い
る
は
が
き
に
つ
い
て
の
意
見
を
書

き
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
酒
田
の

フ
ァ
ン
で
あ
る
栃
木
在
住
の
友
人
に

絵
は
が
き
を
送
り
た
い
が
、
宛
名
面

に
市
の
Ｐ
Ｒ
文
な
ど
が
書
か
れ
て
い

て
、
ほ
と
ん
ど
何
も
書
く
ス
ペ
ー
ス

が
な
い
と
い
う
も
の
。
１
月
１
日
号

に
添
付
さ
れ
て
い
る
は
が
き
を
見
た

ら
、
そ
の
点
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
し

た
！
私
の
意
見
が
採
用
さ
れ
た
の
か

ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
今
の

は
が
き
は
余
白
が
た
っ
ぷ
り
取
ら
れ

て
い
て
文
章
が
書
き
や
す
い
！
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
市
外
在
住
　
女
性
）



交通事故防止のための

心がけ心がけ心がけ心がけ心がけ心がけ
道
路
を
横
断

し
よ
う
と
す
る

歩
行
者
が
い
た
ら
、

必
ず
停
ま
っ
て
、

安
全
に
横
断

さ
せ
ま
し
ょ
う

〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
☎0234-22-5111（代表）
FAX.0234-26-3688

酒田市役所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
　 koho@city.sakata.lg.jp

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

平田総合支所

酒田市市長公室
広報広聴係

No.173

「『うんとこしょ』ってつるをひっぱったよ!!」

認定こども園浄徳幼稚園 さとう ちはる ちゃん

－

静
寂
な
る
砂
の
景

－

《風》1981年、愛知県美術館蔵

國こ

く

領り

ょ

う

經つ

ね

郎ろ

う

展

生
誕
１
０
０
年

　

洋
画
家
・
國
領
經
郎（
１
９
１
９
年
〜
１
９
９
９
年
）は
、日
本

芸
術
院
会
員
で
日
展
を
中
心
に
活
躍
し
、砂
丘
や
砂
浜
を
舞
台

と
し
た
情
感
豊
か
な
絵
画
作
品
を
数
多
く
描
い
た
こ
と
で
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

同
展
は
、生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
、出
身
地
で
あ
る
横
浜
市

の
横
浜
美
術
館
と
、鳥
取
県
立
博
物
館
、そ
し
て
酒
田
市
美
術
館

が
収
蔵
す
る
作
品
を
中
心
に
、初
期
か
ら
晩
年
ま
で
の
油
彩
作

品
や
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
の
資
料
を
含
む
約
１
０
０
点
で
國
領
の
画

業
を
振
り
返
り
ま
す
。

問酒田市美術館 ☎31‐0095

3月7日㈯～4月12日㈰ 3月中は月曜日休館
4月からは無休

時　間／午前9時～午後5時（最終入館は午後4時30分）
観覧料／一般900円、大学・高校生450円、中学生以下無料

関連企画 費用／無料（ただし、観覧券または会員券が必要です）

片岡世喜氏（日展会員、國領經郎顕彰会会長）によるギャラリートーク
日時／3月7日㈯午前10時30分～11時30分、午後2時～3時▶申し込み／当日会場へ

アートシアター「砂の女」
（1964年、原作・脚本：安部公房、監督：勅使河原宏、147分、DVD上映）

砂に翻
ほん

弄
ろう

される人間を独自の視点で描いた安部公房の小説・
「砂の女」は、庄内砂丘に着想を得ています。同小説を映画化
した「砂の女」を、同展開催記念として上映します。
日時／3月20日㈷午後5時～7時30分▶定員／先着60人（当日午
後4時～受付で整理券を配布します）▶場所／展示ホール

学芸員によるギャラリートーク
期日／3月20日㈷、21日㈯、4月12日㈰▶時間／午後2時～▶申し込み／当日会場へ

美術講座「國領經郎のヒミツを探る」
日時／3月29日㈰午後1時30分～2時30分▶解説／酒田市美術館担当学芸員 武内
治子氏▶定員／16人▶申し込み／3月8日㈰午前9時～電話で同館へ ☎31‐0095

©草月会
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